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JICA海外協力隊OVの皆様へ
　2022年12月1日付で青年海外協力隊事務局長に就
任いたしました橘 秀治（たちばな ひではる）と申し
ます。
　平素より、JICAボランティア事業へのご協力を賜
り、誠にありがとうございます。
　昨年度に続き今年度も春募集を実施し、秋募集、短
期募集も再開いたしました。対面とオンラインにて開
催しております募集説明会についても、皆様のお力添
えをいただいておりますこと、改めてお礼申し上げま
す。コロナ禍でも本事業に関心をお寄せいただき、た
くさんの方々からの応募があるのも、ひとえに本事業
を応援いただいております皆様のおかげです。これか
らJICA海外協力隊に参加しようとお考えの方々に
とって、皆様の存在は大変励みとなり、背中を押して
くれる存在かと存じます。
　この１年で渡航が可能となった国や隊員の派遣数も
少しずつ増えております。以前のように一つの隊次で
まとまった規模の派遣はできず、現地の治安や保健医
療の状況、仮に感染した際の対応も含め、一つ一つ確
認しながら派遣している状況です。派遣をお待ちいた
だいている方々の早期の派遣に向け、そして、コロナ
禍以前の状態に戻れるよう、引き続き、最善を尽くし
てまいります。
　JICA事業全般において、コロナ禍で多くの課題に直
面しましたが、日々工夫し取り組むことで多くの気づき
を得ることもできました。例えば、派遣前訓練ではオン
ライン受講の体制整備と職種別のオンデマンド用教

材を拡充することで、赴任後も繰り返しご覧いただけ
るようにしました。また、近年、急速に普及したオンラ
インツールの活用によって、隊員たちのつながりはもと
より、派遣中隊員とOVのネットワークも広がりつつあ
ると伺っています。隊員が築く現地と日本を「つなぐ
力」、そしてご帰国された皆様が隊員時代に培った人と
人を「つなぐ力」をより強固なものとすべく、新たな
SNSを利用した取り組みが開始されています。本誌に
おいて取り上げていますので、ぜひご覧いただき、皆様
にもご活用いただきたいと考えております。
　また、JICAボランティア事業の三つの目的のうちの
一つである「ボランティア経験の社会還元」がこれま
で以上に注目されています。協力隊として活動した2
年間で培われた「自ら課題を見つけ、周囲と協力しな
がら解決していく力」は、帰国後も日本の課題を解決
する力として生かされ、地方創生や多文化共生社会の
実現を目指す日本各地で大いに役立つことと考えま
す。途上国で現地の方々と関係を築き、共に歩んでこ
られた皆様のさらなるご活躍を後押しできるよう、私
たち青年海外協力隊事務局は、今後も邁進していく所
存です。
　途上国での経験を糧とし、帰国後も変わらず国内外
でさまざまに取り組まれている皆様と共に、本事業を
進めていけますと大変幸いでございます。これまでと
変わらぬご支援、ご鞭撻をお願い申し上げ、『OV（OB・
OG）向けクロスロード』発行にあたってのご挨拶と
させていただきます。
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❸ ❹
 「JICA海外協力隊」には「青年海外協力隊」「海外協力隊」
 「シニア海外協力隊」「日系社会青年海外協力隊」「日系社
会海外協力隊」「日系社会シニア海外協力隊」があります。

2016年度1次隊以前：氏名＜派遣国／職種／西暦（和暦）隊次＞

2016年度2次隊以降：氏名（派遣国／職種／西暦隊次）

  この号におけるJICA海外協力隊の隊員の表記は、2016年
度1次隊以前の隊次は和暦を併記しています。

【凡例】

※本誌記事内の「OV」は、「Old Volunteer」の略で、OB・OG
両方を指します。

表紙の紹介
特集「佐賀県発　ウクライナ支援に挑むOVたち」より（プロフィールはP8-9参照）
❶❸❼写真提供＝Saga Ukeire Network（SUN）…❶初めて受け入れたウク
ライナ避難民の女性（中央の２名）とSUNのスタッフ、❸座談会でお話くださった
OVの岩永清邦さん、山路健造さん、黒岩春地さん、❼佐賀県内の宿舎では先に来
日したメンバーが新規来日組を迎えて手伝うことも　
❷❻写真提供＝テラ・ルネッサンス…❷ハンガリーでウクライナ難民支援を行う小
川真吾さん、❻ウガンダの元子ども兵がウクライナの方々に編んだマフラーを渡す
❹❺写真提供＝©AAR Japan…❹難民を助ける会の大室和也さんはモルドバへ
向かった（撮影＝小峯弘四郎）、❺モルドバの大学寮でAARからの配食をうけるウ
クライナ難民の家族
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ラ
ム
（
派
遣
前
型
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

帰
国
後
も
日
本
国
内
の
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
意
思
を
持
つ
隊
員
候
補
者
が
、

訓
練
開
始
前
の
３
カ
月
間
程
度
、
地
域
の
地

方
創
生
や
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
学
び
、

任
地
で
の
活
動
に
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
22
年
9
月
20
日
現
在

で
３
隊
次
43
人
の
実
習
を
八
つ
の
自
治
体
に

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
島
根
県

海
士
町
を
訪
ね
る
と
、
隊
員
候
補
者
が
海
難

者
慰
霊
碑
を
町
の
人
と
共
に
整
備
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
二
十
数
年
ぶ
り
の
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
、
町
は
今
後
の
整
備
と
慰
霊
祭
開
催

を
行
う
方
針
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
の

隊
員
候
補
者
た
ち
が
開
発
に
取
り
組
ん
だ
お

土
産
品
も
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
変
化

を
も
た
ら
し
た
様
子
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

ほ
か
の
自
治
体
か
ら
も
、
隊
員
候
補
者
が
地

域
に
寄
り
添
い
人
々
の
求
め
る
こ
と
を
実
現

し
よ
う
と
奮
闘
す
る
姿
に
共
感
と
感
謝
の
声

を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
通
し
て
隊
員
が
任
地

で
ま
ず
必
要
と
な
る
「
助
け
ら
れ
る
力
」
を
養

う
機
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
隊
員
候
補

者
の
う
ち
約
２
割
の
参
加
希
望
が
あ
り
、
今

後
、
隊
員
増
加
に
従
い
希
望
者
数
も
増
え
る

と
予
測
さ
れ
る
た
め
、
受
け
入
れ
自
治
体
を

増
や
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

そ
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
培
わ
れ
た
ご
縁

が
派
遣
中
、
帰
国
後
に
も
つ
な
が
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
帰
国
し
た
隊
員
に
途
上

国
で
得
た
経
験
や
視
点
を
生
か
し
て
日
本
の

地
方
創
生
、
多
文
化
共
生
に
貢
献
い
た
だ
く

こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
事
業
が
２
年
間
に
と

ど
ま
ら
ず
、
そ
の
先
に
広
が
り
、
日
本
に

と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て
も
大
切
な
事
業
だ

と
国
民
の
皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

派
遣
前
・
中
・
後
の
隊
員
が

つ
な
が
る
L
i
n
k
e
d
I
n

　

訓
練
中
に
課
題
別
派
遣
前
訓
練
（
旧
技
術

補
完
研
修
）
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
赴
任
後

に
気
づ
く
課
題
や
知
り
た
い
こ
と
に
対
応

す
る
た
め
、
派
遣
前
・
中
・
後
の
隊
員
が
つ

な
が
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
21
年
か
ら
「
課
題

別
支
援
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｄ
Ｉ
ｎ
（
リ
ン
ク
ト
イ

ン
）
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

課
題
別
支
援
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｄ
Ｉ
ｎ
で
は
職

種
別
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
こ
で
技
術
顧
問

の
先
生
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
派
遣
中
・

前
の
隊
員
同
士
で
経
験
や
情
報
を
共
有
し
て

い
ま
す
。
最
近
は
Ｏ
Ｖ
の
方
の
参
加
も
あ
り
、

Ｏ
Ｖ
の
方
の
経
験
を
隊
員
が
学
べ
る
良
い
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
つ
な
が
る
こ

と
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
役
立
つ
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
帰
国
後
の
隊
員
を
対
象

に
し
た
「
社
会
還
元
」
と
「
災
害
復
興
」
の

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｄ
Ｉ
ｎ
グ
ル
ー
プ
も
運
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
関
心
の
あ
る
方

は
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
（
詳

細
は
22
ペ
ー
ジ
へ
）
。

帰
国
隊
員
向
け
の
無
料
職
業
紹
介

と
奨
学
金
事
業
を
ス
タ
ー
ト

  

最
近
の
隊
員
た
ち
は
派
遣
国
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
理
解
が
あ
っ
て
問
題
意
識
が
高
く
、
具

体
的
な
課
題
解
決
策
を
考
え
、
活
動
成
果
を

し
っ
か
り
と
出
す
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
協

力
隊
経
験
を
生
か
し
て
、
帰
国
後
に
日
本
国

内
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
方
、
現
地
で
起

業
し
人
々
を
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
経
験
を

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
で

３
割
ま
で
戻
っ
た
隊
員
派
遣

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
２
０
２
０
年
の
３
月
・
４
月
に
帰
国
し

た
隊
員
、
訓
練
を
終
え
出
発
で
き
な
か
っ
た

方
々
を
一
日
も
早
く
任
地
に
送
り
届
け
る
こ

と
を
優
先
に
、
一
度
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
派
遣

者
数
を
24
年
度
に
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
規
模

に
戻
す
目
標
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
22
年

８
月
末
現
在
で
約
６
０
０
人
の
隊
員
が
任
地

で
活
動
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
派
遣
中
隊

員
数
は
約
２
０
０
０
人
で
し
た
の
で
、
よ
う

や
く
約
３
割
ま
で
戻
り
ま
し
た
。

　

21
年
春
募
集
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
規
模
の

応
募
が
あ
り
、
22
年
春
募
集
は
１
４
０
０
人

超
と
、
18
年
以
降
で
最
多
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
協
力
隊
事
業
に
高
い

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は

我
々
に
と
っ
て
大
変
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
を
徹
底
し
た

派
遣
前
訓
練
を
任
地
で
生
か
す

　

派
遣
前
訓
練
は
我
々
に
と
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
し
た
。
駒
ヶ
根
と
二
本
松
の
両
訓
練
所

で
の
合
宿
型
訓
練
を
可
能
な
限
り
行
う
た
め
、

実
施
回
数
を
コ
ロ
ナ
禍
前
の
年
３
回
か
ら
５

回
へ
増
や
す
一
方
で
、
入
所
人
数
を
上
限
の

生
か
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
前
か
ら
帰
国
後
ま
で
自
身
の
可
能
性

を
生
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
ま
す
。
事
務
局
で
は
こ
う
し
た
皆
さ
ん

を
よ
り
一
層
応
援
し
、
協
力
隊
の
活
動
に
達

成
感
を
感
じ
な
が
ら
次
の
キ
ャ
リ
ア
を
形
成

で
き
る
よ
う
、
継
続
性
の
あ
る
機
会
の
提
供

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

20
年
12
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
無
料
職
業
紹

介
事
業
」
の
免
許
を
取
得
し
、
国
内
の
外
国

人
人
材
の
受
け
入
れ
、
多
文
化
共
生
や
地
方

創
生
に
関
し
、
自
治
体
、
公
的
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
求

人
を
帰
国
隊
員
に
紹
介
す
る
事
業
を
始
め
ま

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
帰
国
隊
員
の
学
び
直
し
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
「
帰
国
隊
員
奨
学
金

事
業
」
を
21
年
度
に
開
始
し
ま
し
た
。
返
済

義
務
の
な
い
奨
学
金
を
支
給
し
、
学
費
や
生

活
費
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
学

ぶ
理
由
、
研
究
成
果
の
社
会
還
元
な
ど
で
選

考
し
、
研
究
終
了
後
も
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

昨
年
度
は
11
名
の
方
に
奨
学
金
を
給
付
し
ま

し
た
。

　

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
こ
れ
ま

で
Ｏ
Ｖ
の
皆
さ
ま
に
よ
る
地
域
で
の
応
募
勧

奨
、
出
発
前
の
隊
員
の
応
援
、
そ
し
て
帰
国

隊
員
の
受
け
入
れ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援

が
あ
っ
て
続
い
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
Ｏ
Ｖ

の
皆
さ
ま
自
身
の
社
会
還
元
に
取
り
組
む
思

い
を
応
援
し
、
協
力
隊
経
験
か
ら
始
ま
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
一
緒
に
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

半
分
以
下
に
し
、
密
を
避
け
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

訓
練
所
内
の
感
染
防
止
の
徹
底
に
加
え
、

入
所
前
に
、
健
康
観
察
を
兼
ね
て
ホ
テ
ル
の

個
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
後
に
入
所
す
る
形
に
し
ま
し
た
。

訓
練
を
安
全
に
進
め
る
こ
と
、
感
染
防
止
に

責
任
感
を
持
っ
て
努
め
る
こ
と
は
任
地
で
の

活
動
に
も
生
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
の
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

派
遣
前
の
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

22
年
１
月
か
ら
は
派
遣
前
訓
練
の
一
環
と

し
て
希
望
者
に
対
し
「
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ

進
化
す
る

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

前
J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
長 

小
林
広
幸
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー(

２
０
２
２
年
９
月
20
日
実
施)

コロナ禍の一時帰国から再派遣、世界情

勢の変化に合わせ、JICAボランティア事

業も変化している。そこで2022年11月

までJICA青年海外協力隊事務局長を務

めた小林広幸氏に現在の状況や今後の

展望をお話しいただいた。

1992年に青年海外協力隊に参加、＜タンザニア／理
数科教師／1992（平成4）年度1次隊＞として派遣。
帰国後の96年に国際協力機構（JICA）入構。ルワ
ンダ事務所長、産業開発・公共政策部（現：社会基
盤部）次長、四国センター所長を経て、2019年～22
年11月まで青年海外協力隊事務局長を務める。

小林広幸
Hiroyuki Kobayashi

Text＝工藤美和　Photo（インタビュー時）＝ホシカワミナコ（本誌）  写真提供（グローカルプログラム）＝JICA

鳥取県西伯郡南部町のグローカルプログラムより。田植えのお手伝いをするグローカルプログラム参加者たち
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地域別派遣人数の割合

社会福祉 5.6%
農林水産 3.5%
商業・観光 3%

鉱工業 3%　　　　公共・公益事業 1.2%

中東 8%

欧州 1.2%

アフリカ
41.5%

中南米
22.1%

大洋州 3%

アジア
24.3%

人的資源
57.6%

保健・医療
13.3%

計画・行政
12.8%

社会福祉 5.6%
農林水産 3.5%
商業・観光 3%

鉱工業 3%　　　　公共・公益事業 1.2%

中東 8%

欧州 1.2%

アフリカ
41.5%

中南米
22.1%

大洋州 3%

アジア
24.3%

人的資源
57.6%

保健・医療
13.3%

計画・行政
12.8%

一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

546
（223／323）

37
（27／10）

16
（3／13）

3
（2／1）

602
（255／347）

累計
（男性／女性）

46,369
（24,548／21,821）

6,596
（5,327／1,269）

1,559
（601／958）

550
（254／296）

55,074
（30,730／24,344）

都道府県名 一般 シニア 日系一般 日系シニア 合計

北海道 14 2 1  17 
青森県 4   4 
岩手県 7    7 
宮城県 12   12 
秋田県 3 2  5 
山形県 2   2 
福島県 10    10 
茨城県 15   15 
栃木県 6 1 7 
群馬県 7    7 
埼玉県 21 3   24 
千葉県 23    23 
東京都 63 5 1 1 70 
神奈川県 29 2 2  33 
新潟県 9 1 1  11 
富山県 8    8 

分野名      一般      シニア   日系一般    日系シニア     合計

計画・行政 74 2 1 77
公共・公益事業 7 7
農林水産 18 3 21
鉱工業 11 7 18
エネルギー 0
商業・観光 14 4 18
人的資源 316 17 11 3 347
保健・医療 73 3 4 80
社会福祉 33 1 34

都道府県名 一般 シニア 日系一般 日系シニア 合計

石川県 2  2 
福井県 2 2 4 
山梨県 6  1 7 
長野県 13 1  14 
岐阜県 10 1 1 12 
静岡県 18   1  19 
愛知県 34 1 2 1 38 
三重県 8 1 2 11 
滋賀県 5   5 
京都府 17 2  1 20 
大阪府 45 3 1 49
兵庫県 28 2 1  31 
奈良県 3   3 
和歌山県 6 1  7 
鳥取県 1   1 
島根県 3   3 

都道府県名 一般 シニア 日系一般 日系シニア 合計

岡山県 7 1  1  9 
広島県 17 2  19 
山口県 10 2  12 
徳島県 4  4 
香川県 4    4 
愛媛県 8    8 
高知県 2 2 
福岡県 21    1 1  23 
佐賀県 4  4 
長崎県 11    11 
熊本県 3   3 
大分県 4  1  5
宮崎県 4    4 
鹿児島県 5    5 
沖縄県 8    8 

分野別派遣人数の割合

※括弧内は男女の内訳（男性／女性）

67 クロスロード 2022クロスロード 2022

国名 一般 シニア 日系一般 日系シニア

アルゼンチン 1 2
ウルグアイ 1
エクアドル 7
エルサルバドル 6
キューバ 1
グアテマラ 11 1
コスタリカ 4
コロンビア 5 1
セントルシア 6
チリ 2
ドミニカ共和国 14 6
ニカラグア 3 2
パナマ 3
パラグアイ　 15 2
ブラジル 10 1
ベリーズ 2
ペルー 12 1
ボリビア 9
ホンジュラス 2
メキシコ 2 1

■ 中南米地域

■ アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 25 1
ガーナ 25
ガボン 13 2
カメルーン 20 1
ケニア 28
ザンビア 3
ジブチ 4
ジンバブエ 10
セネガル 2
ナミビア 9
ベナン 2
ボツワナ 5
マダガスカル 26
マラウイ 20
南アフリカ共和国 8 1
モザンビーク 12 1
ルワンダ 32

■ 欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 7

国名 一般 シニア

エジプト 15
チュニジア 14
ヨルダン 18 1

■ 中東地域

国名 一般 シニア

インド 8
ウズベキスタン 5 1
カンボジア 24
キルギス 5
スリランカ 4
タイ 14 1
タジキスタン 1
フィリピン 3
ブータン 15 4
ベトナム 25
マレーシア 7 4
モンゴル 4
ラオス 17 4

■ アジア地域

■ 大洋州地域
国名 一般 シニア

パラオ 13 3
フィジー 1 1

2022年9月末 現 在、派 遣 国 数は56カ国で
602人のJICA海外協力隊員が活動中です。累
計人数は延べ5万5,074人に達しました。

J I C A
海外協力隊
派遣現況

※表とグラフの数値は2022年9月末現在の延べ人数
※一般：青年海外協力隊／海外協力隊
　シニア：シニア海外協力隊
　日系一般：日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
　日系シニア：日系社会シニア海外協力隊

合　計

分野別
（派遣中）

出身
都道府県別
（派遣中）

派遣国別
（派遣中）

※割合は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100となりません。
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特 集 ： 座 談 会

Text＝大宮冬洋　Photo（座談会）＝ホシカワミナコ（本誌）

■座談会参加メンバー
公益財団法人
佐賀県国際交流協会（SPIRA）　理事長

黒
く ろ

岩
い わ

春
は る

地
じ

さん 
（セントルシア／コミュニティ開発／
2016年度2次隊・佐賀県出身）

佐賀県庁職員時代に佐賀県職員採用試験のJICAボラ
ンティア経験者枠創設に尽力、多くの協力隊経験者が
入庁。設立50年を機に設置された「JICAボランティア
事業の方向性に係る懇談会」（2015年6月～ 16年3月）
委員。定年退職を機にシニア海外ボランティアに応募、
セントルシアで視覚障害者の自立支援活動に取り組み、
帰国後現職。

認定ＮＰＯ法人
難民を助ける会（AAR Japan）　佐賀事務所所長

大
お お

室
む ろ

和
か ず

也
や

さん 
<ウズベキスタン／理学療法士／
2010（平成22）年度1次隊・京都府出身>

大学で理学療法学を学び、社会人として実務経験を積
んだのち、協力隊へ参加。帰国後、インドの理学療法の
現場で学び、イギリス語学留学を経て、同団体入職。国
内外で災害などが起きた際に先発メンバーとして現地
入りし、緊急援助と並行してニーズ調査にあたってきた。
佐賀県事務所では被災地の状況や国際協力について
県民に知らせる役割も担う。

認定ＮＰＯ法人
テラ・ルネッサンス　代表

小
お

川
が わ

真
し ん

吾
ご

さん 
<ハンガリー／野球／
1998（平成10）年度1次隊・和歌山県出身>

協力隊から帰国後、カナダ留学を経て同団体に入職。
現在ウガンダに在住し、コンゴやブルンジなどの紛争地
帯を巡回して地雷、小型武器、子ども兵士などの課題解
決に向けて支援を行う。ウクライナ避難民支援におい
ても、協力隊時代のネットワークも駆使し、緊急支援と
現地ニーズ調査を行う。ハンガリーの事務所を拠点に
団体としてウクライナでも支援を継続中。

認定NPO法人 
地球市民の会　事務局長

岩
い わ

永
な が

清
き よ

邦
く に

さん 
<中華人民共和国／野球／
2006（平成18）年度3次隊・佐賀県出身>

新卒で協力隊に参加。帰国後同会に入職し、アジアを
中心とした国際交流、国際協力活動をスタート。現在
は佐賀県内外の被災地を支援したい人や団体が情報
交換や協力を円滑に行えるよう支援する「佐賀災害支
援プラットフォーム」の共同代表のほか、県内の空き家
を国際交流の拠点づくりとして活用する「ゲストハウス
HAGAKURE」の代表社員も務める。

認定NPO法人 
地球市民の会　

山
やま

路
じ

健
け ん

造
ぞ う

さん 
<フィリピン／コミュニティ開発／
2014（平成26）年度2次隊・大分県出身>

新聞記者時代から取材をしていた「地球市民の会」に
協力隊から帰国後に入職。タイ事業を担当するなか、
佐賀県内に住むタイ人同士のコミュニティを支援し交
流の場をつくる「サワディー佐賀」を設立、代表就任

（兼務）。同団体は地域活性化に貢献したとして、総務省
「2020年度ふるさとづくり大賞」団体表彰に選ばれた。
佐賀県協力隊を育てる会の事務局長も兼任。

2022年2月24日にロシアはウクライナへの軍事侵攻

に踏み切った。日本政府がウクライナ避難民の期限付

きの在留を認めたことから、日本でも受け入れが行わ

れるなか、佐賀県では全国で初めて官民が連携し、受

け入れから佐賀県内での生活サポートまで、ワンストッ

プの支援を実現している。9月12日、佐賀県のウクライ

ナ避難民受け入れに関わる5人の協力隊OVに集まっ

てもらい、ウクライナ避難民の方々の状況やなぜ佐賀

県で受け入れがスムーズなのかなどについて、座談会

形式でお話を伺った。

受け入れ前の面談、
受け入れ後の生活全般を
支援しています

モルドバ、ウクライナでの
支援活動や、佐賀県民へ
国際理解教育を行っています

ウクライナ国内に取り残された
人々やハンガリーに避難して
きた方 の々支援をしています

SUNの事務局としてファンドの立ち上げ、
団体間の連絡調整、避難民のビザ申請、
住まいや生活のサポート、
交流会などを行っています

   佐賀県で発足した
   ウクライナ避難民支援プロジェクトとは

「SAGA Ukeire Network
 ～ウクライナひまわりプロジェクト～」（SUN）

2022年３月９日に設立。佐賀県と県内の自治体、県
内のCSO（市民社会組織）が連携し、ウクライナ避
難民の受け入れをワンストップで支援するプログラ
ム。それぞれの強みを生かし、佐賀県までの旅費、通
訳、住居・生活物資提供、生活支援援助、医療・就
労・就学支援、日本語教育支援などを提供する。参
加CSOは今回の座談会参加者の所属団体のほか、

「特定非営利活動法人佐賀子育て応援団ココロ」「公
益社団法人Civic Force（ピースウィンズ・ジャパン）」

「公益財団法人佐賀未来創造基金」など。

https://www.facebook.com/
sagaukeirenetwork/※本文中のウクライナの避難している方々の名称について：各国政府

の対応に合わせ、日本では「ウクライナ避難民」、他国で難民として
保護対象にしている場合は「ウクライナ難民」と記載しています。

—ウクライナ支援に
　  挑むOVたち—

―
―
佐
賀
県
に
は
官
民
一
体
と
な
っ
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
を
受
け
入
れ
て
支
援
す
る
仕

組
み
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ 

Ｕ
ｋ
ｅ
ｉ
ｒ
ｅ 

Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ

ｏ
ｒ
ｋ（
以
下
、Ｓ
Ｕ
Ｎ
）」
が
あ
り
ま
す
。

本
日
は
そ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
り
、
海
外

協
力
隊
Ｏ
Ｖ
で
も
あ
る
方
々
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
己
紹
介
と
Ｓ
Ｕ

Ｎ
が
生
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ

さ
い
。

黒
岩
さ
ん　

公
益
財
団
法
人
佐
賀
県
国
際
交

流
協
会
（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
理
事
長

を
し
て
お
り
ま
す
黒
岩
で
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
私
た

ち
に
と
っ
て
も
思
い
も
よ
ら
ぬ
事
態
で
し
た
。

２
０
２
２
年
３
月
２
日
に
岸
田
首
相
が
、
９

日
に
は
佐
賀
県
と
佐
賀
市
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
受
け
入
れ
を
表
明
。
佐
賀
県
内
の
Ｃ

Ｓ
Ｏ
（
C
i
v
i
l 

S
o
c
i
e
t
y 

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
s
＝
市
民
社

会
組
織
）
も
「
私
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
議
論
を
し
て
す

ぐ
さ
ま
行
政
と
連
携
し
て
で
き
た
の
が
Ｓ
Ｕ

Ｎ
で
す
。

　

も
と
も
と
佐
賀
県
は
国
際
協
力
や
災
害
支

援
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
を
全
国
か
ら
誘
致

し
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
内
や
周
辺
国

で
も
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
難
民
を
助
け
る
会
（
以
下
、
Ａ
Ａ
Ｒ
）
、

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

（
以
下
、
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ

パ
ン
（
以
下
、
Ｐ
Ｗ
Ｊ
）
な
ど
の
事
務
所
も

あ
り
ま
す
。
佐
賀
県
内
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
強
み
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
お
互
い
に
で
き
る
こ
と

を
持
ち
寄
っ
て
課
題
解
決
を
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
力
を
生
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

を
官
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、
受
け
入
れ
か
ら

県
内
で
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
ま
で
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
体

制
は
全
国
で
も
ほ
か
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

岩
永
さ
ん　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
の
事
務
局
を
務
め
る
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
市
民
の
会
（
以
下
、
地

球
市
民
の
会
）
事
務
局
長
の
岩
永
で
す
。

　

当
会
は
１
９
８
３
年
に
佐
賀
県
で
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
主
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
タ
イ
、
ス

リ
ラ
ン
カ
、
そ
し
て
日
本
と
い
う
ア
ジ
ア
各

佐賀県発
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二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ

友
好
協
会
を
通
じ
て
、
募
集
フ
ォ
ー
ム
か
ら

佐
賀
県
へ
の
避
難
希
望
者
を
募
る
ル
ー
ト
。

も
う
一
つ
は
県
や
市
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
そ
れ
ぞ
れ
に

避
難
相
談
が
あ
っ
た
案
件
を
県
で
集
約
し
つ

つ
、
個
別
に
対
応
す
る
ル
ー
ト
で
す
。
テ

ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
や
Ｐ
Ｗ
Ｊ
な
ど
現
地
で

活
動
す
る
団
体
か
ら
「
佐
賀
県
に
行
き
た
い

と
言
っ
て
い
る
避
難
民
が
い
る
」
と
い
っ
た

話
が
来
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

佐
賀
県
に
来
る
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
外
に

出
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
自
力
で
越
え
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
た
方
が
音
信
不
通
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か

国
外
に
出
ら
れ
て
も
、
あ
ま
り
に
体
調
が
悪

い
方
は
日
本
ま
で
の
30
時
間
以
上
の
フ
ラ
イ

ト
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
っ
た
方
の
場
合
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
地

続
き
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
い
る
こ
と
を
お

薦
め
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
路
さ
ん　

医
療
面
で
も
手
厚
い
支
援
を
提

供
し
て
い
る
日
本
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お

薦
め
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
政
府

の
受
け
入
れ
の
場
合
、
健
康
保
険
・
介
護
保

険
へ
の
加
入
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
や
介
護

費
も
支
給
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｕ
Ｎ
は
生
活
準

備
金
と
生
活
費
が
主
な
支
給
内
容
で
、
医
療

費
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

の
み
で
す
。
で
す
か
ら
、
受
け
入
れ
た
避
難
民

の
方
に
高
額
医
療
が
発
生
し
た
場
合
は
自
己

負
担
額
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

黒
岩
さ
ん　

選
定
に
あ
た
っ
て
は
経
済
的
に

余
裕
が
な
く
、
か
つ
緊
急
度
の
高
い
、
身
寄

り
の
な
い
家
族
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
遠
い

日
本
の
な
か
で
も
佐
賀
県
を
選
ん
で
く
れ
る

こ
と
も
肝
心
で
す
。
佐
賀
県
は
東
京
都
の
よ

う
な
大
都
会
で
は
な
く
、
収
入
に
開
き
が
あ

る
こ
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
で
し
っ
か
り
お

伝
え
し
て
い
る
の
で
、
来
て
み
て
ビ
ッ
ク
リ

と
い
う
ケ
ー
ス
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
の
平
和
で
静
か
な
環
境
で
暮
ら
す
こ
と

を
喜
ん
で
い
る
方
が
多
い
印
象
で
す
。

小
川
さ
ん　

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
Ｓ
Ｕ

Ｎ
と
の
連
携
は
、
現
地
の
情
勢
を
佐
賀
県
の

皆
さ
ん
に
伝
え
る
役
割
が
一
つ
。
そ
し
て
現

地
で
は
佐
賀
県
へ
の
避
難
を
希
望
す
る
方
を

募
る
ポ
ス
タ
ー
貼
り
な
ど
も
担
当
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
面
か
ら
も
、
受
け
入
れ
る
人
を

選
定
す
る
基
準
を
持
つ
こ
と
は
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
外
に
出
ら
れ
る
人

は
、
あ
る
程
度
の
蓄
え
が
あ
っ
て
ホ
テ
ル
に

泊
ま
る
こ
と
が
で
き
た
り
自
家
用
車
を
持
っ

て
い
た
り
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報

収
集
も
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に
は
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
、
病
気
の
男
性
な
ど
、
社
会
経
済

的
に
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く弱な
人
た
ち
が
多
数
取
り
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
内
避
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
の
家
庭
で
も
、
戦
争
が
長

期
化
し
て
疲
弊
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
人
た

ち
と
Ｓ
Ｕ
Ｎ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難

民
支
援
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
佐
賀

事
務
所
に
い
た
男
性
で
す
か
ら
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ
と

の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

大
室
さ
ん　

我
々
Ａ
Ａ
Ｒ
の
場
合
は
、
現
地

か
ら
佐
賀
県
へ
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
連

携
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ
の
一
員
と
し

て
県
内
で
の
生
活
支
援
の
手
伝
い
を
し
た
り
、

佐
賀
県
の
方
々
に
現
地
の
様
子
を
知
ら
せ
た

り
、
と
い
っ
た
こ
と
で
連
携
し
て
い
ま
す
。

山
路
さ
ん　

実
際
に
佐
賀
県
に
受
け
入
れ
が

決
ま
っ
た
方
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の

日
程
調
整
か
ら
佐
賀
県
の
住
ま
い
の
入
居
手

続
き
な
ど
、
入
国
直
前
直
後
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
は
、
佐
賀
県
と
連
携
し
な
が
ら
私
た

ち
地
球
市
民
の
会
が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
は
黒
岩
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
が
中
心
と
な
る
、

と
い
う
役
割
分
担
で
す
。

黒
岩
さ
ん　

ビ
ザ
発
給
に
関
し
て
は
在
外
日

本
大
使
館
に
対
し
て
佐
賀
県
が
関
わ
る
Ｓ
Ｕ

Ｎ
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
の
は
効
果
的
で
す
。

て
約
10
カ
国
で
紛
争
や
災
害
が
発
生
し
た
あ

と
の
緊
急
人
道
支
援
や
、
障
害
者
な
ど
を
対

象
に
し
た
開
発
事
業
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
も
、

２
０
２
２
年
４
月
下
旬
に
隣
国
・
モ
ル
ド
バ

の
首
都
キ
シ
ナ
ウ
へ
入
り
、
現
地
の
大
学
に

設
置
さ
れ
た
避
難
所
や
保
養
所
な
ど
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
女
性
や
子
ど
も
、
障
害
者

の
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
Ａ
Ｒ
は
現

在
、
モ
ル
ド
バ
を
拠
点
と
し
て
、
現
地
の
信

頼
の
お
け
る
支
援
団
体
と
連
携
し
て
、
支
援

物
資
の
提
供
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に
残
る

障
害
者
の
方
々
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
川
さ
ん　

ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
に
駐
在

し
て
い
る
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
小
川
で

す
。
私
た
ち
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
除
去
支

援
か
ら
設
立
し
、
17
年
前
か
ら
現
在
ま
で
、

紛
争
が
長
く
続
く
こ
の
地
で
子
ど
も
兵
や
小

型
武
器
が
も
た
ら
す
弊
害
の
解
決
に
向
け
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
関
し
て
は
、
先
遣
隊

が
３
月
17
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
隣
国
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
入
り
、
私
も
そ
こ
に
合
流
し
て
緊

急
支
援
と
現
場
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
入
国
し
、
取

り
残
さ
れ
た
人
々
の
調
査
と
支
援
を
重
ね
ま

し
た
。
現
在
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
事
務
所
を
構

え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部

地
域
の
国
内
避
難
民
の
生
活
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
は
20
年
以
上
前
に
野
球
隊
員
と

し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
務
所
を
設
立
す
る
に
あ
た

り
所
長
に
な
っ
て
く
れ
た
の
は
、
協
力
隊
時

代
か
ら
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
友
人
で
す
。

―
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
を
佐
賀
県

に
受
け
入
れ
を
行
う
際
、
方
法
や
条
件
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
受
け
入
れ
た
避
難
民
の
方
た
ち
の
現
状

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
路
さ
ん　

岩
永
と
同
じ
、
地
球
市
民
の
会

の
山
路
で
す
。
Ｓ
Ｕ
Ｎ
の
事
務
局
で
広
報
的

役
割
も
し
て
い
る
の
で
、
受
け
入
れ
方
法
に

つ
い
て
は
私
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
前
か
ら
佐

賀
県
に
住
ん
で
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
お
一

人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ま
ず
Ｓ
Ｕ
Ｎ
で
は
日
本
に
身
寄
り
の
な
い
方

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
募
集
要
項
、
募
集
フ
ォ
ー
ム
を
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
で
作
っ
て
公
開
し
ま
し
た
。

　

応
募
し
て
く
れ
た
方
と
は
メ
ー
ル
で
や
り

と
り
を
し
た
あ
と
、
県
と
市
、
私
た
ち
Ｃ
Ｓ

Ｏ
の
三
者
が
参
加
し
た
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
面
談
を
実

施
。
希
望
者
を
佐
賀
県
に
受
け
入
れ
る
こ
と

が
ご
本
人
に
と
っ
て
本
当
に
良
い
選
択
な
の

か
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
22
年
９
月
現
在

で
10
組
20
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

黒
岩
さ
ん　

避
難
民
受
け
入
れ
の
ル
ー
ト
は

民
間
の
団
体
で
は
な
か
な
か
ビ
ザ
が
出
な
い

も
の
で
す
が
、
県
庁
が
「
こ
の
人
を
受
け
入

れ
ま
す
」
と
連
絡
す
れ
ば
対
応
は
ま
っ
た
く

異
な
り
ま
す
。

―
―
佐
賀
県
が
受
け
入
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
方
々
が
求
め
て
い
る
こ
と
や
、
佐
賀

県
で
生
活
す
る
う
え
で
の
課
題
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

黒
岩
さ
ん　

求
め
て
い
る
こ
と
の
第
一
は

「
安
心
で
き
る
生
活
」
で
し
ょ
う
。
佐
賀
県

で
は
Ｃ
Ｓ
Ｏ
だ
け
で
な
く
県
や
市
と
い
う

ロ
ー
カ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
が
一
体
と
な
っ
て
、

ビ
ザ
申
請
か
ら
旅
費
支
給
、
住
宅
提
供
、
生

活
相
談
、
日
本
語
教
育
支
援
な
ど
を
ワ
ン
ス

SAGA Ukeire Networkの活
動より。上：到着した６組目の
ウクライナ避難民の家族を空
港で出迎える人たち
下：避難民の方々へ提供する
佐賀県内の住居。先に来日し
た方が新規入居者向けのオリ
エンテーションに参加して助
け合うこともある（２点とも写
真提供＝SUN）

国
で
教
育
、
農
業
、
村
落
開
発
、
環
境
保
全
、

国
際
交
流
と
い
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
困
っ
て
い
る
人

が
い
る
な
ら
ば
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
は
３
月
３
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

支
援
と
協
力
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
す

る
旨
の
声
明
を
出
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
仲
間
で
も

あ
る
Ａ
Ａ
Ｒ
の
大
室
さ
ん
に
「
一
緒
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
」
と
相
談
し
ま
し
た
。

大
室
さ
ん　

Ａ
Ａ
Ｒ
佐
賀
事
務
所
長
の
大
室

で
す
。
Ａ
Ａ
Ｒ
は
１
９
７
９
年
に
創
設
さ
れ

た
日
本
発
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
政
治
・
宗

教
・
思
想
に
偏
ら
ず
、
紛
争
や
災
害
な
ど
の

困
難
に
直
面
し
た
人
々
へ
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
に
緊
急
支
援
の
担
当
者
と
し

特 集 ： 座 談 会

—ウクライナ支援に挑むOVたち—

佐
賀
県
に
来
る
の
が
、

そ
の
方
に
と
っ
て

本
当
に
良
い
選
択
な
の
か
も

検
討
し
ま
す
（
山
路
さ
ん
）

難民を助ける会の活動より。
上：３月にいち早くモルドバの
避難所入りし、ウクライナ難
民の子どもたちにおもちゃを
送った（写真提供＝撮影：小
峯弘四郎©AAR Japan）
下：障害のあるウクライナ難
民の方々への支援活動も行っ
てい る（ 写 真 提 供 ＝©AAR 
Japan）
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同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
盛
ん
で
す
。

例
え
ば
佐
賀
豪
雨
の
災
害
支
援
で
も
官
民
が

連
携
し
、
毎
週
の
よ
う
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

し
た
り
し
て
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
得
意
分
野
を
生
か

し
、
有
事
の
際
に
は
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

協
力
し
合
え
る
関
係
が
構
築
で
き
て
い
る
ん

で
す
。

小
川
さ
ん　

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
本
部

は
京
都
府
に
あ
り
ま
す
。
都
会
に
は
強
力
な

支
援
者
も
い
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

物
事
が
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
進
む
利
点
が
あ

る
。
い
わ
ば
量
の
支
援
で
す
。

　

一
方
の
佐
賀
県
で
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

型
の
質
の
高
い
事
業
が
で
き
ま
す
。
や
は
り

官
民
を
問
わ
ず
に
気
軽
に
つ
な
が
っ
て
協
力

で
き
る
こ
と
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
心
境
に
合
わ

せ
て
じ
っ
く
り
と
支
え
る
土
壌
が
佐
賀
県
に

は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
室
さ
ん　

確
か
に
、
佐
賀
県
は
Ｃ
Ｓ
Ｏ
と

県
庁
な
ど
行
政
と
の
距
離
は
す
ご
く
近
い
で

す
ね
。
Ａ
Ａ
Ｒ
の
本
部
は
東
京
に
あ
り
ま
す

が
、
佐
賀
県
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｏ
誘
致
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
け
て
、
16
年
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
務

所
を
こ
の
地
に
設
立
し
ま
し
た
。
私
が
事
務

所
長
に
な
っ
た
の
は
19
年
で
す
が
、
同
じ
協

力
隊
Ｏ
Ｖ
の
方
々
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
Ｃ
Ｓ

Ｏ
の
人
た
ち
と
も
す
ぐ
に
良
い
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岩
永
さ
ん　

佐
賀
県
に
は
や
り
た
い
こ
と
が

あ
る
若
い
人
を
先
輩
た
ち
が
手
助
け
す
る
風

土
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
明
治
維
新
の
偉
人
も

そ
う
や
っ
て
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク

ト
な
県
な
の
で
同
じ
よ
う
な
思
い
を
持
つ
人

が
出
会
い
や
す
い
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

大
室
さ
ん　

そ
れ
で
い
て
小
さ
す
ぎ
な
い
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
プ
ロ
が
い
ま
す
よ

ね
。
官
民
が
一
体
に
な
れ
ば
強
力
な
受
け
入

れ
体
制
が
整
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

黒
岩
さ
ん　

官
民
の
協
力
に
関
し
て
は
20
年

前
に
起
爆
剤
と
な
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

03
年
に
当
時
全
国
最
年
少
で
当
選
し
た
知
事

が
「
県
民
協
働
」
の
看
板
を
掲
げ
た
こ
と
で

す
。
地
方
主
権
の
時
代
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
力
を

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
の
下
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
民
間
が
参
入
す
る
際
は
Ｙ

Ｅ
Ｓ
を
基
本
と
し
て
、
Ｎ
Ｏ
と
答
え
る
場
合

は
行
政
側
が
理
由
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
で
は
ど
の
部
署
で
も
民

間
と
の
協
働
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
全
国
で

も
ま
れ
な
県
で
す
。

山
路
さ
ん　

県
内
に
は
現
在
６
４
０
０
人
近

い
外
国
人
が
住
ん
で
い
て
、
佐
賀
県
で
は
災

害
時
に
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
中
国
語
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
韓
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、

ネ
パ
ー
ル
語
、
や
さ
し
い
日
本
語
に
よ
る
情

山
路
さ
ん　

４
月
15
日
に
来
日
し
た
１
組
目

の
女
性
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン
会
社
と

幼
稚
園
で
働
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

以
外
の
方
々
は
今
の
と
こ
ろ
就
労
に
は
結
び

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
課
題
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

黒
岩
さ
ん　

つ
ら
い
体
験
で
精
神
的
に
疲
れ

切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
当
面
の
住
居
と
生
活
資
金
は
Ｓ
Ｕ
Ｎ

で
提
供
で
き
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
佐
賀
県

で
の
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
避
難
民
で

あ
っ
て
も
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

い
う
自
覚
は
大
切
で
す
。

小
川
さ
ん　

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。

自
尊
心
を
保
つ
た
め
に
「
自
分
は
誰
か
の
役

に
立
っ
て
い
る
、
貢
献
し
て
い
る
」
と
い
う

実
感
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
ｓ
（
社
会
貢
献
型
現
金

給
付
支
援
）
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

炊
き
出
し
拠
点
で
の
調
理
や
配
膳
、
皆
の
前

で
演
劇
を
披
露
す
る
な
ど
、
個
々
の
得
意
分

野
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
、
つ
ま
り

社
会
貢
献
の
機
会
を
提
供
し
、
対
価
と
し
て

の
現
金
を
給
付
す
る
の
が
Ｃ
Ｓ
Ｃ
ｓ
で
す
。

支
援
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
相
互
扶
助
の
関

係
性
を
つ
く
る
こ
と
は
重
要
で
、
現
在
ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
支
援
現
場
で
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

黒
岩
さ
ん　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
方
々
が

佐
賀
県
で
就
労
す
る
際
に
は
、
語
学
が
と
て

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
高
度
な
技

術
が
あ
っ
て
も
、
英
語
も
日
本
語
も
で
き
な

け
れ
ば
、
県
内
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
限
ら
れ

て
き
ま
す
。
国
際
交
流
と
は
違
い
ま
す
か
ら
、

地
元
の
人
と
組
ん
で
何
か
を
真
剣
に
や
る
た

め
に
は
語
学
力
が
必
須
で
す
。
そ
の
た
め
に

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で
は
日
本
語
講
座
を
無
料
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
講
座
中
の
部
屋
か
ら
笑
い

が
起
こ
る
の
が
聞
こ
え
た
り
す
る
と
嬉
し
く

な
り
ま
す
。

大
室
さ
ん　

日
本
語
の
習
得
は
確
か
に
佐
賀

県
で
生
活
す
る
う
え
で
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
で

す
ね
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
も
近
い
ロ

シ
ア
語
が
通
じ
る
モ
ル
ド
バ
な
ど
と
は
異
な

る
点
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｕ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
方
々
と
の

交
流
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
で
も
、

少
し
ず
つ
日
本
語
の
生
活
に
慣
れ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
路
さ
ん　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
リ
ー

ダ
ー
格
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
女
性
が
い
て
、

ト
ッ
プ
で
手
が
け
て
い
る
こ
と
、
受
け
入
れ

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
サ
ポ
ー
ト

も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
き
な
安
心
材
料

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
応
募
が
あ
り
ま
す
が
、
予
算
が
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
面
は
合
計
30
組

を
目
標
に
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
た
方
々
は
90
日
間
の
短
期
ビ
ザ

で
日
本
に
来
て
い
て
、
就
労
ビ
ザ
を
取
れ
ば

１
年
間
の
延
長
が
可
能
で
す
。
そ
の
先
の
こ

と
は
現
状
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
議
論

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
家
族
を
残
す
避
難
民
の
方
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
本
音
で
は
一
刻
も
早
く

帰
国
し
た
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
現
地
の
情

勢
が
改
善
し
な
け
れ
ば
日
本
に
移
住
す
る
と

い
う
選
択
肢
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
か
を
伝
え
れ
ば
全
家
族
に
連
絡
し
て
く
れ

る
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
築
け
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
、
花
火
を
一
緒
に
見
る
イ
ベ

ン
ト
に
は
全
員
の
方
が
参
加
。
花
火
で
ミ
サ

イ
ル
の
恐
怖
を
思
い
出
し
た
方
も
い
て
申
し

訳
な
い
こ
と
を
し
た
か
な
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
い
つ
か
平
和
な
花

火
が
上
が
っ
た
ら
い
い
」
と
も
言
っ
て
く
だ

さ
っ
て
救
わ
れ
ま
し
た
。

大
室
さ
ん　

そ
れ
か
ら
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ
は
と
に
か

く
避
難
民
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
し
て
い
る
の
が
、
安
心
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
県
が
提
供
す
る
住
宅
に

は
県
職
員
も
住
ん
で
い
ま
す
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ

Ａ
の
職
員
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
り
合
い
、

「
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
い
」
な
ど
の
小
さ

な
ト
ラ
ブ
ル
に
も
対
応
し
て
い
る
。
見
知
ら

ぬ
土
地
で
暮
ら
し
始
め
る
に
あ
た
り
、
す
ぐ

に
頼
れ
る
人
が
い
る
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

黒
岩
さ
ん　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
や
り
と
り
は
毎
日
何

件
に
も
及
び
ま
す
。
英
語
が
で
き
な
い
方
に

は
ロ
シ
ア
語
の
電
話
通
訳
を
入
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
通
訳
も
、
事
前

に
連
絡
を
入
れ
て
お
け
ば
手
配
で
き
ま
す
。

以
前
か
ら
専
門
の
通
訳
会
社
と
契
約
し
て
い

る
の
で
比
較
的
こ
う
し
た
対
応
に
は
慣
れ
て

い
ま
す
。

―
―
佐
賀
県
で
は
な
ぜ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
の
よ
う
な
仕

組
み
が
実
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岩
永
さ
ん　

佐
賀
県
の
特
徴
は
官
民
の
連
携

が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
海
外
協

力
隊
Ｏ
Ｖ
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ

報
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
私
が

代
表
を
務
め
る
「
サ
ワ
デ
ィ
ー
佐
賀
」
が
タ

イ
語
、
ビ
ル
マ
語
、
シ
ン
ハ
ラ
語
に
よ
る
情

報
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
で
の
経
験
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
仕
組
み
が
多
文
化
共
生
の
方
向
に
進
め
ば

い
い
で
す
ね
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
以
外
の
国
々
か

ら
の
避
難
民
や
技
能
実
習
生
、
留
学
生
も
含

め
て
、
多
様
な
人
が
暮
ら
し
や
す
い
佐
賀
県

に
な
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

黒
岩
さ
ん　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事
例
だ
け
で
終

わ
ら
せ
た
く
な
い
、
と
い
う
思
い
は
み
ん
な

が
持
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

大
室
さ
ん　

日
本
政
府
を
は
じ
め
と
し
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
対
し
て
手
厚
い
受
け
入

れ
体
制
を
取
っ
て
い
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
日
本
に
い
て
困
り
事

を
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
に
対
し

て
の
支
援
が
改
善
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
川
さ
ん　

コ
ン
ゴ
紛
争
が
日
本
で
は
ほ
と

ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
今
回
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
注
目
度
の
高
さ
に
は
戸

惑
い
を
覚
え
る
の
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、

特 集 ： 座 談 会
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困
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編んだマフラーを贈った（２点
とも写真提供＝テラ・ルネッ
サンス）
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ま
で
を
中
長
期
的
に
手
が
け
る
こ
と
で
す
。

幸
い
な
こ
と
に
寄
付
金
が
集
ま
り
、
三
つ
目

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の
世
代
で
解
決
で
き

な
い
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
正

直
、
無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
現
在
で
は
な
く
50
年
後
の
子

ど
も
た
ち
に
評
価
し
て
も
ら
お
う
と
思
い
な

が
ら
、
自
分
た
ち
が
や
れ
る
こ
と
を
地
道
に

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
室
さ
ん　

Ａ
Ａ
Ｒ
と
し
て
も
、
相
当
長
期

的
な
活
動
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に
支
援
を
続

け
て
い
ま
す
。
11
年
に
発
生
し
た
シ
リ
ア
内

戦
は
10
年
を
超
え
て
も
な
お
、
終
結
し
て
い

ま
せ
ん
。
支
援
の
終
わ
り
を
見
つ
け
る
の
は

難
し
く
、
そ
の
こ
と
は
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
に
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
行
政

も
感
じ
始
め
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
の
よ
う
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
支

援
体
制
を
恒
常
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
の

が
理
想
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
制
度
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
官
で
、
そ
こ
か
ら
漏

れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
を
き
め
細
か
く
カ
バ
ー

す
る
の
が
民
。
補
完
関
係
と
し
て
最
適
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
の
財
源
も
必
要
で
す
。

岩
永
さ
ん　

私
も
同
感
で
す
。
受
け
入
れ
た

人
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
す
る
の
が
一
番
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
今
回
の
取
り
組
み
で
官
と
Ｃ
Ｓ
Ｏ
、

そ
し
て
地
域
の
三
者
が
連
携
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

良
い
方
向
に
変
化
し
て
い
る
の
も
感
じ
ま
す
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
対
し
て
三

者
が
協
力
し
て
継
続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
力
を
尽
く
し
た
い
で
す
。

山
路
さ
ん　

残
念
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難

民
へ
の
日
本
人
の
関
心
は
早
く
も
薄
れ
て
き

て
い
ま
す
。
３
月
当
初
は
た
く
さ
ん
集
ま
っ

た
寄
付
金
も
、
現
在
は
週
に
１
回
振
り
込
み

が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
レ
ベ
ル
で
す
。

　

新
た
な
受
け
入
れ
を
し
た
と
き
に
お
金
が

な
い
、
と
い
っ
た
事
態
だ
け
は
避
け
る
た
め

に
努
力
し
て
い
ま
す
。
資
金
面
を
は
じ
め
問

題
は
山
積
み
で
す
。
で
も
、
最
後
に
は
支
援

に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
団
体
が
「
あ
れ
は
自

分
た
ち
で
や
っ
た
ん
だ
」
と
自
信
が
持
て
る

よ
う
な
支
援
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

大
室
さ
ん　

私
も
現
地
の
Ａ
Ａ
Ｒ
の
職
員
と

連
携
を
取
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
佐
賀
県
内
の

学
校
な
ど
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
現
状
や
国

際
協
力
に
つ
い
て
、
話
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

黒
岩
さ
ん　

日
々
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
す
ぎ
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
職
員
も
、
最
近
は
疲

労
が
た
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
誇
ら
し
い
気

持
ち
は
持
ち
続
け
て
い
た
い
で
す
ね
。

　

こ
の
座
談
会
に
出
席
し
た
人
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
協
力
隊
Ｏ
Ｖ
は
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
で

は
陽
気
で
す
。
ふ
て
ぶ
て
し
い
ほ
ど
の
明
る

さ
が
な
け
れ
ば
、
協
力
隊
の
活
動
は
で
き
ま

せ
ん
か
ら
。
だ
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
方
々
と
接
す
る
と
き
も
、
そ
の
陽
気
さ
を

前
面
に
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
に
か
問
題
が
起
こ
っ
て
も
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
と
話
し
合
い
、
肩
を
た
た
き
合
い
な
が

ら
一
緒
に
笑
っ
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

放
っ
て
お
く
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
第
二
の
コ
ン

ゴ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
、
テ
ラ
・
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
務
所
を
開

設
し
て
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　

ウ
ガ
ン
ダ
の
長
老
か
ら
「
人
と
人
と
の
違

い
は
紛
争
の
種
で
は
な
く
喜
び
の
種
だ
」
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
違
う
か
ら
こ
そ
、

力
を
合
わ
せ
れ
ば
よ
り
大
き
な
力
を
発
揮
で

き
る
と
い
う
意
味
で
す
。
私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ

け
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
し
、
一
つ

の
専
門
分
野
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と

も
少
な
い
。
私
た
ち
は
協
力
隊
時
代
に
異
文

化
の
な
か
に
入
っ
て
生
活
を
し
て
き
た
経
験

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
強
み
を
地
域

で
も
発
揮
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
佐
賀
県
で
は
実
現
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
・
避
難
民

へ
の
支
援
活
動
を
ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
川
さ
ん　

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

ほ
か
の
地
域
で
の
支
援
活
動
を
減
ら
す
こ
と

は
し
な
い
と
最
初
に
決
め
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
活
動
は
、
そ
れ
に
対
し
て
集
ま
っ

た
寄
付
金
で
活
動
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

寄
付
金
額
に
応
じ
て
三
つ
の
選
択
肢
が
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
日
本
か
ら
人
員
と

物
資
を
ピ
ス
ト
ン
輸
送
す
る
だ
け
に
と
ど
め

る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
１
年
間
限
定
で
拠
点

を
つ
く
っ
て
活
動
す
る
こ
と
。
そ
し
て
三
つ

目
は
現
地
に
法
人
格
を
つ
く
っ
て
復
興
支
援

NPO法人AMDAと合同
医療チームを結成し、ウ
クライナ国境近くで医療
支援活動を行った。写
真は診療にあたる吉田さ
ん（2022年3月　 写 真
提供＝AMDA・TICO）

最近の活動から。学校
の準備教室に通う子ども
らにスケート用具を購入
したり、母親も一緒に参
加できる遠足などのアク
ティビティも企画（写真
提供＝JCF、宮永さん）

TICOのウェブサイトにある
オンライン無料健康相談サービスの案内

配給所の倉庫に運ぶために購入した食料品や衛
生用品、日用品（写真提供＝JCF、宮永さん）

特定非営利法人TICO　代表理事、医師　

吉
よし

田
だ

 修
おさむ

さん <マラウイ／医師／1988（昭和63）年度3次隊・徳島県出身>

日本国内で
オンライン無料健康相談サービス

認定NPO法人 日本チェルノブイリ連帯基金（JCF）　ポーランド臨時職員

宮
みや

永
なが

匡
まさ

和
かず

さん <ポーランド／美術／ 1995（平成7）年度1次隊・大分県出身>

隣国ポーランドで
ニーズを聞きながら支援

　T
テ ィ コ

ICOは、ザンビアとカンボジアを中心に医療・農村開発などの
国際協力活動を行うNGO。徳島県内にある吉田さんが開業したさ
くら診療所で働く医師らを中心にしたメンバーが、災害・紛争時の
ほか、医療が脆

ぜいじゃく

弱な国や地域などに赴き、交代で途上国での医療
支援を行っている。
　ウクライナ難民支援は、2022年3月に特定非営利法人AMDA（岡
山県）と合同で医療チームを結成。ハンガリーのウクライナとの国
境に近い町、キシュバールダを拠点にして現地調査後に仮設診療所
などでの医療支援を実施した。吉田さんは国境の町・ベレグスラー
ニーやザホニー駅で現地医師と共に診療にあたった。「国境付近
の町で移動途中に立ち寄る人に重症な病気やけがを抱えた患者さ
んは少なく、またハンガリー政府の難民受け入れが万全な体制だっ
たため、ウクライナへと物資を輸送している活動の後方支援、つまり
薬代や輸送費の資金的援助が必要と感じました。日本から医療品

を送るより、現地で買ってもらったほうが輸送費も安いですから」。
TICOでは現在もウェブサイト上にウクライナ支援専用の寄付口座
を設けて、日本の人々 からの寄付金を受けつけている。
　一方、代表者が4月1日に在日ウクライナ大使館を訪問して面談、
日本でのウクライナ避難民に対する医療面の支援要請を受けた。そ
こで日本国内のウクライナ避難民に対し、TICOメンバーの医師に
よるオンラインでの無料健康相談サービスの提供を行う。相談内容
によっては各居住地の医療機関を紹介し、避難民の方々が避難して
いる日本全国の自治体で少しでも安
心して健康な生活が送れるよう、支
援を続けている。詳しくはTICOの
ウェブサイト（ウクライナ
語の案内あり）で確認を。
https://www.tico.or.jp/

　日本チェルノブイリ連帯基金（JCF）は、チェルノブイリ医療支援、
福島原発事故の被災支援、イラク医療支援を行っているNPOだ。
　ポーランドの古都・クラクフで20年以上暮らす画家の宮永さんは、
2022年2月後半からウクライナ難民が避難してきているのを見て個
人的に支援活動を始めていたところ、３月初旬にかねて親交のあっ
たJCFから相談が届いた。日本からの支援金を元手にポーランドで
宮永さんが物品を購入し、それを配給所に持っていくという役割の
依頼だった。その依頼を引き受け、5月からはJCFの臨時スタッフとし
て活動している。
　ポーランドのウクライナ難民は、身分証の提示で配給所で食料や
日用品の受け取りができ、一人あたり約1200円／日の家賃補助が大
家に支払われたりといった国の支援を受けられる。そこで宮永さんも
JCFが集めた支援金で食料や日用品を購入して配給倉庫に届けてい
る。また小学校でウクライナ難民の子どもたちを対象にした準備教室
の先生やその母親の意見を聞き、学用品やスポーツ用品の購入など、

学校での支援も続けている。宮永さんによると、「10月17日現在、配
給は住民登録２カ月未満の人のみが利用でき、家賃補助も半年を過
ぎた人には適用されなくなりました。支援の打ち切りや言葉の壁、男
性家族がウクライナに残っていることなどを理由に、夏休み前くらい
からウクライナに帰国する人が急増している」という。しかし、新しく
入国してくる難民もほぼ同数いる。「地元の支援疲れは感じます。み
んな自分の生活もありますから、仕方がないことだと思います。私の
場合は、JCFから『無理はしないで』
と言ってもらっているので、自分ので
きる範囲で継続して支援をしたいと
思っています」。JCFへの寄付や宮永
さんの活動報告は同団体ウェブサイ
トやフェイスブックで見る
ことができる。
https://jcf.ne.jp/wp/

Text＝ホシカワミナコ（本誌）

特 集 ： 座 談 会

—ウクライナ支援に挑むOVたち—

佐賀県以外でも
ウクライナ難民・避難民への支援活動を続けるOV

10月の交流会は多くの参加者
でにぎわった（写 真 提 供＝
SUN）。9月の取材以降も佐賀
県でのウクライナ避難民の受
け入れ数は増え、2022年10
月末現在で11家族23人に



1617 クロスロード 2022クロスロード 2022

馬
ば

場
ば

繁
しげ

子
こ

さん
＜スリランカ／幼稚園教諭／
1986（昭和61）年度３次隊・東京都出身＞
スランガニ 代表

プロフィール： 幼稚園教諭時代、個人ボランティアとしてネパールで幼児
教育に取り組み、1987年に協力隊に参加。当時、幼児教育に対する理解
がなかったスリランカで、低所得者層の居住区で自宅を開放し、子ども
たちに無料で読み書きを教えていたスランガニさんと出会う。帰国後92
年、スリランカの幼児教育支援のためのNGO団体スランガニ（当時の名
称：スランガニ基金）を設立。幼稚園間のネットワークづくりや研修会、衛
生環境整備、絵本事業など教育の質の向上を目的にした活動を実施す
る。また、貧しい家庭の子どもたちへの教育里親支援、障害児通所セン
ターの運営など、多岐にわたる活動を展開している。2021年11月、スラン
ガニの活動30年の功績に対して公益財団法人社会貢献支援財団より
社会貢献者賞を受賞した。

内
うち

山
やま

貞
さだ

文
ふみ

さん
＜タンザニア／造園／
1979（昭和54）年度2次隊・福岡県出身＞
米国ポートランド日本庭園 ガーデン・キュレーター

プロフィール： 明治後期から造園業を営む家に生まれ、幼少の頃
より職人の手ほどきを受ける。協力隊としてタンザニアに派遣さ
れ、当時社会問題化していた薪採取を目的とした森林伐採の対応
策として、ドイツの専門家と共に植林活動に取り組んだ。その後イ
エメンでJICA専門家として開発協力に携わる。1988年に渡米し、
イリノイ大学芸術学部にてランドスケープアーキテクチャー学士号
および修士号を取得。日米両国での造園経験を生かし、私邸から
公的プロジェクトまで幅広い分野を手がける。2012年、日米の庭
園間をつなぐ大きなパイプ役となる組織として北米日本庭園協会
を設立し、日本庭園の啓発や研究の奨励、人材育成にも尽力して
いる。

福
ふく

田
だ

智
とも

彦
ひこ

さん
＜カンボジア／日本語教師／ 1997（平成9）年度２次隊、
シニア隊員／カンボジア／日本語教師／
2002（平成14）年度・山口県出身＞
日本語教師

プロフィール： 1989年に日本語教師となり、97年に協力隊員とし
てカンボジアへ。王立プノンペン大学に派遣され、その後2005年
に開設される日本語学科の基礎をつくるべく活動。02年に日本語
教師（シニア隊員）として再びカンボジアへ渡り、王立法律経済大
学で日本語コース立ち上げのためのカリキュラム作成やコース運営
などに従事。以来、25年以上にわたり、日本語教師として王立プノ
ンペン大学日本語学科などで日本語を教える。ポルポト時代以降
中断していた日本語教育の普及・発展に尽力し、人材育成に寄与し
続けている。

受賞コメント：このような名誉をいただきましたことを心か
ら嬉しく思います。一昨年、アメリカでの暮らしが、日本
で過ごした時間を超えたところです。この機会に、海外
に根ざしてきた自分を実感できたのが幸せです。所属先
のポートランド日本庭園の皆様に支えられ、ほぼ 30 年、
日本庭園を通して日本文化への理解、そしてその普及に
関わってこられたことを幸せに思います。思えば、20 代
の頃のタンザニアでの協力隊の経験が基礎となり生かさ
れた国際交流の道のりでした。

受賞コメント：受賞の話を聞いたときは、「なぜ私？」とい
うのが、まず初めに思ったことでした。25 年前の1997年、
青年海外協力隊員としてカンボジアに派遣され、隊員活
動終了後も、カンボジアで一介の日本語教師として働い
てきましたが、カンボジアの人々のために、というよりは自
分の生活や自分の人生を成り立たせるために働いてきた
だけなのに、何が評価されているのかわからないという
のが率直な感想です。その気持ちを友人に話したところ、
「カンボジアで仕事をしている多くの日本人や日本語教師
を代表してもらった賞だと思えばいいんじゃない？」と言っ
てくれて、そうかなぁと納得しようと思っているところです。

Award
Winners

in 2022
−表彰者−

今年８月、国際関係のさまざまな分野で活躍し、
日本と諸外国との友好親善関係の増進に貢献し
た個人・団体をたたえる「外務大臣表彰」が発表
されました。2022（令和4）年度は197個人・48団
体が受賞し、このうち協力隊経験者３人の方々が
選出されました。

Text＝新海美保　写真提供＝ご協力いただいた各位、JICA沖縄

受賞理由

日本とスリランカの
相互理解促進

受賞理由

アメリカ合衆国における
日本文化の普及

受賞理由

カンボジアにおける
日本語教育の推進

令和4年度外務大臣表彰

受賞コメント： 隊員として派遣されてから35 年、スラン
ガニの活動を始めてから30 年、そんな年にお受けした
賞です。スランガニの活動を長く支えてくださるご支援者
の方々の優しいお気持ちと、スリランカスタッフのきめ細
かい地道な働きにより、素晴らしい活動が続いています。
スリランカは今、経済破綻から立
ち上がるために、厳しい生活を
余儀なくされていますが、誠実
に生きていく人々の役に立つ働き
ができるありがたさを思います。
どうもありがとうございます。

沖縄県本土復帰50周年
初代隊員に感謝状を授与

沖縄県の本土復帰50周年の節目となった2022年、開発途上国の国造りの一助となり、
また帰国後は沖縄県協力隊OV会を創立して後輩たちをサポートしてきた功績をたたえ、

JICA青年海外協力隊事務局から3人の初代隊員へ感謝状が手渡されました。
沖縄から初代隊員として派遣された富

とみ

村
むら

 繁
しげる

さん、宮
みや

平
ひら

建
けん

雄
ゆう

さん、金
きん

城
じょう

秀
ひで

寛
ひろ

さんにお話を聞きました。

前列左から金城秀寛さん＜ラオス／稲作／1968（昭和43）年度・沖縄県出身＞、
富村 繁さん＜ラオス／測量技術／1968（昭和43）年度・沖縄県出身＞、宮平建雄
さん＜インド／電気設備／1968（昭和43）年度・沖縄県出身＞

米
国
統
治
下
の
沖
縄
か
ら

初
の
隊
員
派
遣

　

１
９
６
５
年
、
ラ
オ
ス
へ
の
初
派
遣
を
皮
切

り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
青
年
海
外
協
力
隊
事
業
。

発
足
以
来
２
０
２
２
年
９
月
ま
で
に
98
カ
国

へ
５
５
０
０
０
人
以
上
の
隊
員
を
派
遣
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
沖
縄
県
か
ら
初
め
て
青
年

海
外
協
力
隊
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
本
土
復
帰

４
年
前
の
１
９
６
８
年
。
当
時
、
沖
縄
は
米
国

の
統
治
下
の
琉
球
政
府
に
あ
っ
た
た
め
、
沖
縄

の
市
民
が
日
本
政
府
運
営
の
海
外
協
力
隊
と
し

て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
制
度
上
の
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
協
力
隊
事
務
局
は
総
理
府
を
通

じ
て
琉
球
政
府
や
ア
メ
リ
カ
政
府
な
ど
と
話
し

合
い
を
重
ね
、
よ
う
や
く
意
見
が
一
致
。
協
力

隊
発
足
か
ら
３
年
目
に
し
て
、
初
め
て
沖
縄
か

ら
３
人
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「
海
外
で
可
能
性
を
試
し
た
い
」

３
人
の
若
者
が
ア
ジ
ア
へ

　

68
年
９
月
に
ラ
オ
ス
へ
派
遣
さ
れ
た
富
村 

繁
さ
ん
は
、
琉
球
政
府
の
職
員
と
し
て
建
設
局

で
働
い
て
い
た
が
、
偶
然
見
つ
け
た
新
聞
記
事

で
沖
縄
で
も
協
力
隊
員
を
募
集
し
て
い
る
の
を

知
り
、
す
ぐ
に
応
募
。「
海
外
に
出
て
み
た
い
」

「
自
分
の
可
能
性
を
試
し
て
み
た
い
」と
い
う
思

い
だ
っ
た
と
い
う
。
現
職
参
加
で
ラ
オ
ス
に
派

遣
さ
れ
て
測
量
技
術
の
指
導
に
あ
た
り
、
帰
国

後
は
復
職
し
、そ
の
技
術
と
経
験
を
生
か
し
て
、

沖
縄
県
農
林
水
産
部
な
ど
で
農
業
土
木
の
仕
事

に
従
事
し
た
。
公
務
員
引
退
後
の
今
も
設
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
沖
縄
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
る
。
当
時
を
振
り
返
り
、富
村
さ
ん
は
「
若

い
と
き
に
ラ
オ
ス
へ
行
け
た
こ
と
は
大
き
な
財

産
。
地
域
で
暮
ら
す
住
民
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て

い
っ
て
触
れ
合
う
経
験
は
、
帰
国
後
に
新
し
い

地
域
に
入
っ
て
農
業
土
木
を
担
う
仕
事
の
な
か

で
も
生
か
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
若
い
人
に
も
世
界
へ

出
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　

ま
た
、宮
平
建
雄
さ
ん
は
、当
時
沖
縄
配
電
株

式
会
社
（
現
・
沖
縄
電
力
）
に
勤
め
て
い
た
が
、

新
聞
で
募
集
を
知
り
、
仕
事
を
辞
め
て
応
募
。

イ
ン
ド
の
職
業
訓
練
校
へ
派
遣
さ
れ
、
電
気
工

事
の
技
術
な
ど
の
指
導
に
あ
た
り
国
内
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
専
門
家
と
共
に
人
材
育
成
や
地

域
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
帰
国
後
は
東
京
の
短

期
大
学
で
学
び
な
が
ら
電
気
関
係
の
仕
事
を
続

け
、
２
年
後
に
沖
縄
へ
戻
っ
て
、
沖
縄
電
工
な

ど
で
働
い
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
で
抑
圧

さ
れ
た
時
代
に
、
沖
縄
の
外
へ
出
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
」
と
い
う
宮
平
さ
ん
。
派

遣
さ
れ
た
イ
ン
ド
で
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
カ
ー
ス

ト
制
度
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
が
、「
海

外
へ
行
く
こ
と
で
、日
本
の
良
い
面
、悪
い
面
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
生
ま
れ
故
郷
の
沖
縄
に
つ

い
て
客
観
的
に
考
え
る
視
点
を
得
ら
れ
た
」
と

語
る
。

　

沖
縄
の
琉
球
農
業
協
同
組
合
の
職
員
と
し
て

働
き
、
ラ
オ
ス
で
稲
作
隊
員
と
し
て
活
躍
し
た

金
城
秀
寛
さ
ん
も
、「
地
域
の
人
々
と
交
流
し

た
経
験
は
豊
富
で
、
協
力
隊
に
参
加
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

「
海
外
に
目
を
向
け
て
」

沖
縄
の
若
者
に
エ
ー
ル

　

６
月
に
J
I
C
A
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
感

謝
状
授
与
式
で
、
３
人
は
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
帰
国
後
数
十
年
の
時
を
経
て
派
遣
国
を
再
訪

し
た
話
な
ど
、
思
い
出
と
喜
び
の
言
葉
を
披
露

し
た
。

  「
初
代
隊
員
は
私
た
ち
３
人
だ
が
、
こ
れ
ま
で

に
た
く
さ
ん
の
隊
員
が
各
国
・
地
域
へ
派
遣
さ

れ
、そ
こ
で
出
会
っ
た
人
々
の
た
め
に
尽
力
し
、

帰
国
後
も
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
。
感

謝
状
は
沖
縄
県
出
身
の
す
べ
て
の
隊
員
に
贈
ら

れ
た
も
の
」
と
話
す
宮
平
さ
ん
。
ま
た
、「
若
い

人
々
は
広
い
世
界
に
目
を
向
け
て
ど
ん
ど
ん
海

外
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

コ ラ ム
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2010年頃
エンブレム付きユニフォーム
藤澤礼香さん
＜モロッコ／青少年活動／
2010（平成22）年度３次隊・埼玉県出身＞

特にお気に入りなのがすてきなエンブレムです。
出発前に地元の埼玉県庁に表敬訪問したときは、
同じ制服を着た隊員たちを見ると、「一人じゃない、
皆で一緒に頑張るんだ！」と不安が消えて、活動を
楽しみに感じましたね。二本松訓練所時代にイベ
ントで、皆でこの制服を着てAKB48のダンスを
踊ったことも楽しい思い出です。

1991年頃
ジャージ
中村健一さん
＜ガーナ／電話線路／
1991（平成３）年度２次隊・愛知県出身＞

このジャージは広尾訓練所で朝礼の際と、ジョギ
ングやラジオ体操など運動のときに着用していた
ものです。ズボンはガーナへ派遣された際にも持
参しました。今でも、JOCAの集まりのときに持参
すると、保存状態が良いので皆に驚かれますね。

1982年頃
ジャージ上下
前島 明さん
＜マレーシア／自動車整備／
1982（昭和57）年度３次隊・神奈川県出身＞

訓練所は広尾に１カ月、駒ヶ根に２カ月で、主に所外活動
や朝夕の点呼時間に着用していました。当時の恒例イベ
ントだった「皇居マラソン」（２周）もこれを着て走りま
した。寄せ書きですが、これは訓練所の打ち上げの
ときに書いてもらったものです。のちに第14代青
年海外協力隊事務局長になった小川登志夫さ
んと同期だったのですが、寄せ書きしてもらっ
たかどうかは忘れてしまいました。

番外編
レアＴシャツ
弊誌連載の４コマ漫画「平和くんと協
子さん」（2006年11月号掲載）がプリ
ント。一部関係者に配布されたらしい。

右ページの丸川さんから
寄贈いただいたジャージ。

1990年〜
モスグリーンの制服（メンズ）

寄贈された大塚善久さん
＜マラウイ／村落開発普及員／
2006（平成18）年度３次隊・東京都出身＞

昨年の当コーナーでご紹介した協力隊
グッズコレクターの大塚さんに、その
記事を読んだ臼井健一さんから寄贈
されたもの。1990（平成２）年度１次
隊から採用されたモスグリーンの制服
は、当時の隊員から「郵便局仕様」と
も呼ばれた幻の制服とのこと。

寄贈した臼井健一さん
＜ジンバブエ／体育／
1993（平成5）年度3次隊・長野県出身＞

日本での訓練中も赴任国でも公的な
催しの際に着ていました。日本へ持ち
帰ったものの数十年、日の目を見ること
はなかった。ただ三越のオーダーメイ
ドで高級品だから捨てるに捨てられな
い。そんな折、大塚さんが探していると
いう記事を読み、これだ！と思いました。

1990年〜
モスグリーンの制服（レディース）

丸川裕子さん
＜ホンジュラス／音楽／
1993（平成５）年度２次隊・広島県出身＞

訓練所の修了時、皆で写真を撮るときに着ました。
皆で頑張って訓練をやり遂げ、派遣に向けてやる
気がみなぎっていました。広島県庁表敬や天皇陛
下ご接見の際も着用していました。現地に着いた
とき、先輩がくす玉と日本食でもてなしてくれたこと
も、嬉しい思い出です。

昨年のＯＢ・ＯＧ号で「お宝隊員グッズ」をご紹介した
ところ、「このグッズも紹介してほしい」と読者から数多
くの寄贈品をいただきました。そこで今号では、いただ
いたグッズのなかから “制服” をピックアップして紹介
させていただきます。

懐かしの
青年海外協力隊
グッズ写真館

訓練所の打ち上げで
寄せ書き！

今でも現役です！

幻の郵便局仕様？

赤いリボンが
かわいい！

モスグリーンの制服
ご紹介したモスグリーンの制服は、1990年に協力隊
事業25周年を迎えるにあたり、制服のデザインを募
集したもの。現役隊員、OB・OG合わせて199人・
379点の応募があり、福島県在住の縫製業・千崎京
子さんの作品が採用され、1990（平成2）年度１次
隊から正式採用された。モスグリーンという色には、
「今地球から少なくなりつづけている大切な色」（千
崎さん談）という思いが込められている。弊誌95年
11月号「青年海外協力隊30周年記念特集号」表紙
には、この制服を着た数多くの駒ヶ根訓練所候補生
の皆さんの情熱に満ちた笑顔が写っている。
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受賞コメント

南極大陸の面積は日本の約40倍。そのほとんど
が、平均厚さ2000メートルの氷に覆われていま
す。この巨大な氷の塊「南極氷床」は、地球にさま
ざまな役割を果たしています。気候変動の影響を
受けて、南極の氷に何が起き、どんな変化が予想
されるのでしょうか。ぜひ皆さんに知っていただけ
れば嬉しいです。気候変動は地球規模の問題で
す。世界各地で異なる価値観に触れた、私たち協
力隊OVの役割も大きいと感じています。

　氷床研究の第一人者が解き明かす
　“変動”が地球環境に与えるインパクト
「線状降水帯」という言葉が日常的に使われるようにな
り、気候変動の影響拡大が止まらない今、南極大陸を覆
う地球最大の氷に何が起きているのか。そのメカニズム
は複雑で、今後いったい何が起きるか予断を許さない。
「氷の大陸」が解け水と化して海に流れ込んだとき、海面
上昇が私たちの暮らしに与える影響は。最先端の知見と
データから、謎多き南極のリアルに迫る。

南極の氷に何が起きているか
気候変動と氷床の科学
著者／杉山 慎
発行：中央公論新社　定価：946円（本体860円＋税）

杉山 慎＜1997（平成9）年度2次隊・愛知県出身＞●博士（地球環境科学）。
現在北海道大学低温科学研究所雪氷新領域部門教授。南極、グリーンラ
ンド、南米パタゴニアなどの氷床・氷河において大規模な調査を主導。

　サッカーが強い国？  歴史、政治、文化…
　さまざまな角度からウルグアイの全体像に迫る
面積は日本の約半分と小国ながら、自然豊かなリゾート地は海外からも人気のウル
グアイ。各分野に精通した筆者たちが全体像を紡ぐ。ＯＶの馬場由美子さんは「日系
人社会」を担当。アジア人移民を禁じていた１908年にやって来た1人の日本人から始
まり、日本人会設立、国交断絶、花嫁移民へと時代を映す歴史が興味深い。

エリア・スタディーズ189
ウルグアイを知るための60章
編著／山口恵美子
発行：明石書店　定価：2,200円（本体2,000円+税）

※著者のなかのＯＶ：馬場由美子＜ＳＶ／ウルグアイ／編集／
2017年度１次隊・東京都出身＞●2017年、ウルグアイに赴任
し、移住史『ウルグアイ 日系人の歩み』（在ウルグアイ日本人
会、19年）を刊行。21年から愛知県立大学大学院国際文化研究
科にてウルグアイの日系社会を研究中。元朝日新聞記者。

　シリアの懐に飛び込んだ著者が魅了された
　料理や菓子、人々の生活が350点の写真でよみがえる
1990年代半ばの３年間の派遣期間、親交を深めた下宿先の大家家族や遊牧民家
族…そして出会った、内戦で失われる前の古き良きシリア料理を振り返る。自然環
境、地域食材、人々 の習慣や価値観に触れながらつづる。ズッキーニやナスに肉と米
を詰め込んだ代表的な料理・マハシーをはじめ、数多くの料理法を紹介。

西アジア・シリアの食文化論
著者／平田昌弘
発行：農山漁村文化協会
定価：6,600円（本体6,000円＋税）

平田昌弘＜シリア／生態調査／1993（平成５）年度２次隊・福井
県出身＞●帯広畜産大学教授。1993年にシリアに派遣され、
植生調査と牧畜研究に従事。専門分野は牧野生態学、牧畜・乳
文化論。主な業績に、日本沙漠学会学術論文賞（2009年・19
年）、日本酪農科学会賞（12年）など。

　ロシア語を話す多くの国の人々
　彼らに日本語を教えるコツとは…
協力隊で派遣されたサハリンを含め、モスクワ、サンクトペテルブルクとロシア滞在歴
が通算11年に及ぶ大澤氏と、その友人の東出氏がタッグを組み、“ロシア語話者に教
えることになった日本語教師”へ贈るテキスト。ロシア人について、ロシアの教育制度、
など自身の経験が惜しみなく織り込まれ、読み物として楽しめる内容。

ロシア語話者に教える
日本語教師読本37
著者／東出 朋、大澤恵利（旧姓：後藤）　
発行：webJapanese.com
定価：印刷版1,650円（税込）・電子書籍版780円（税込）

大澤恵利＜モンゴル／日本語教師／1996（平成８）年度１次隊・
神奈川県出身＞●教育学修士、専門は言語学、教育学。日本国
内外で日本語教育に従事。現在は都内の大学などで留学生クラ
スを担当。また、大学および民間で日本語教員養成に携わる。

Text＝阿部純一、林 志緒（ともに本誌）

JOCV BOOKS
協 力 隊 経 験 者 の 著 書

JICA海外協力隊経験者による著書は、派遣中

の体験、あるいはその経験を生かしたその後の

人生が詰まった貴重な情報源です。2021年から

2022年にかけて発行された5冊を紹介します。

　ぼくたちには社会を変える力がある
　17の達成目標からＳＤＧｓを理解しよう
著者６人のうち３人がＯＶ。若い世代を対象にＳＤＧｓの17の目標をわかりやすく伝え
ている。世界の現状を正しく理解するために、豊富なデータを載せたほか、環境活
動家のグレタさんなど人物や各機関の取り組みといった実例も紹介。水野谷 優さん
は、人口の５人に１人を占める若者が取り組めば大きな力になると呼びかけている。

14歳からのSDGs
あなたが創る未来の地球
編著／水野谷 優　発行：明石書店
定価：2,200円（本体2,000円＋税）

※著者のなかのＯＶ：◇水野谷 優＜バヌアツ／青少年活動／1997
（平成９）年度２次隊・福島県出身＞●ユニセフ教育分野SDGsモニ
タリングの責任者、子どもに関するSDGs全般や権利条約に関する
プロジェクトのリーダー。◇林 佐和美＜ガーナ／青少年活動／2013
（平成25）年度９次隊・福岡県出身＞●国連女性機関ナイジェリア
事務所勤務。女性の経済力向上および紛争時における女性の保
護などに関連する業務に従事。◇加藤正寛＜セントビンセント／青
少年活動／2004（平成16）年度１次隊・福島県出身＞●ＪＩＣＡ専門
家、ジョージア教育科学省就学前教育政策アドバイザー、ユニセフ
で乳幼児期の子どもの発達専門官を経て2022年より現職。

第38回講談社科学出版賞受賞

「災害ボランティア研修（導入編）」
が始まっています

21 クロスロード 2022

■受講者アンケート実施方法

期間　2022年９月9日～10月7日　
受講者へのメールによる調査

回答者数　45人／102人中

日本でも全国各地で自然災害が年々増えています。協力隊経験で培われた「へこたれない力」
「利他的精神」や、在住外国人の方々に向けた言語力だけではない「異文化理解」の精神が、
被災地支援の現場で必要とされています。
そこで青年海外協力隊事務局では、災害ボランティアに関心のある帰国隊員の皆様へ向け、
「災害ボランティア研修（導入編）」を昨年からオンラインで実施しています。
国内の複数の被災地でボランティア活動をしてきた経験者や、被災地で自ら被災しながら
も地域の復興に関わってきた方々から実体験を伺い、災害ボランティアに参加される際にス
ムーズに活動ができるよう、基礎的な知識や心構えをお伝えしています。
本ページでは、研修に参加された方々のその後を、アンケートの結果から見ていきます。

Q.	隊員時代の職種分野との関連性は？　
 A.	 回答者だけでも幅広い職種分野の方が参加。職種分
野に関係なく災害ボランティアに関心があることが推測でき
ます。

Q.	研修後、災害ボランティア活動をした方（運営
側を含む）の人数や活動内容は？　
 A.	 参加者は6名と少数なものの、研修参加以前から活動
している方もいました。

研修参加前から災害ボランティアに参加されている方は、「阪神淡路大震
災（1995年）、東日本大地震（2011年）、熊本地震（16年）、九州北部豪雨

（17年）」「島根県出雲市大雨災害（21年）」に参加、などの回答がありま
した。（回答より一部抜粋）
災害ボランティア参加時は「ボランティアセンター（官設民営）」「災害ボ
ランティアセンター（社会福祉協議会運営）」「NGO/NPO・その他支援団
体」「所属する企業・団体」などの団体を通じて、「災害ボランティアコーデ
ィネート」「清掃作業」「仮設支援」「医療」「炊き出し」「足湯」などの活動を
した方々がいました。また、国際緊急援助隊の運営メンバーとして、「現地
情報の収集とその提供の仕方」に携わられた方もいました。

▶災害ボランティア研修は今後も定期的に実施予定です。新
しく立ち上げたLinkedInグループで、情報提供の投稿のほ
か、意見交換の場としても利用できます。参加をご希望され
る方は、次ページからの登録案内をご確認ください。

JOCAでは、有事の際に災害ボランティアの募集を開始します。希望される

方は、右記ウェブサイトからボランティアを希望する旨をご連絡ください。

青年海外協力協会 お問い合わせフォームから、「［復興庁復興支援員・災害救

援専門ボランティア］応募・登録に関して」をマーク、お問い合わせ内容欄に「災

害ボランティア希望」とご記入のうえ、名前などの必須項目をご入力ください。

［復興庁復興支援員・災害援助専門ボランティア］
「お問い合わせフォーム」はこちら。

https://www.joca.or.jp/contact/

公益社団法人青年海外協力協会（JOCA）の災害支援制度のご案内

Q.	研修参加者の意識変化は？　
 A.	 ほとんどの方に、有事のボランティア参加への意識が
高くなったと回答がありました。

高くなった

ならなかった

43人

2人

参加した

まだしていない

6人

39人

例：「新潟県北部豪雨災害（2022月8月、9月）」

人的資源  21人

保健・医療  8人

計画・行政 7人

社会福祉 3人

農林水産 2人
公共・公益事業 2人
鉱工業 2人

Text＝ホシカワミナコ（本誌）
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JICA海外協力隊 LinkedIn
公式アカウントへの登録案内

社会起業・兼業グループ
日本国内で起業・兼業を考える協力隊ОＶと、すでに
起業・兼業して社会還元・社会貢献活動を行っている
OVや外部団体が参加しています。起業・兼業について
の情報・意見交換ができ、ネットワークも広げられま
す。LinkedInに登録後、以下URL、QRコードを読み取
り、参加申請してください。

https://www.linkedin.com/groups/14054083/

派遣中隊員や帰国隊員のネットワーキングと派遣中隊員の隊員活動支援を目的に、青年海外協力隊事務局は、
2021年4月から世界最大のビジネス特化型のSNSであるLinkedIn（リンクトイン）の利用を開始しました。帰国
隊員を対象として「災害ボランティア」「社会還元」「社会起業・兼業」といったグループを立ち上げています。この
ページではグループの紹介とJICA公式アカウントへの登録方法をご紹介します。

帰国後の社会還元における
情報共有グループ
帰国後、協力隊経験を生かした社会還元活動に関心を
お持ちの方、実際に活動している方が、帰国後の活動情
報を共有し、隊次や年齢を超えてつながることを目的と
しています。協力隊事務局からも社会還元の事例紹介
や社会還元に役立つ情報を発信いたします。

https://www.linkedin.com/groups/14138230/

3. 基本情報の編集画面中ほどまでスクロールして、『新規ポジションを追加』をクリック

右上のご自身のアイコンをクリックし、プロフィール表示へ進む1.

まだ持っていない既に持っている　

プロフィールページの背景画像の右下（または画面右側）の
編集ボタン（鉛筆の絵文字）をクリック

2.

LinkedInアカウント

必須項目の入力

※PC、タブレット、スマートフォンいずれ
も可能です。アカウントを作成したらブッ
クマークしておきましょう

「LinkedIn 登録」で検索

新規作成・登録
作成後

プロフィール登録の際、入力範囲、
公開範囲はご本人の意向により設
定できます。

JICA海外協力隊アカウント登録の流れ

災害ボランティアグループ
帰国後、すでに災害支援の現場で活躍している方々は
もちろん、災害支援に関心を持っている方など、OV同
士でネットワークを強化し、日ごろから相互に知識を深
めていくことで災害発生時にスムーズに動けることを目
的としています。協力隊事務局からも災害に関する情報
 （復興への取り組み、事例紹介など）を発信いたします。

https://www.linkedin.com/groups/14109850/

※隊員情報は他隊員グループへの参加の
際に必須項目となりますので、入力内容
は下記のとおり指定させていただきます。

公式【JICA 海外協力隊アカウント】へ登録

https://www.linkedin.com/company/jicajocv/  にアクセスし +フォロー  ➡︎クリックしてください　
※参加承諾の返信が届くまで少しお時間がかかります。ご了承ください。　※誹謗中傷など見受けられた場合はグループから退会をさせていただく場
合がございます。また、個人情報など取り扱いには十分注意をして投稿をお願いいたします。　※アカウント情報などの管理は、個人での対応となりま
すので、システムトラブルなどは直接【LinkedIn ヘルプ】へお問い合わせください。

5.

アイコン

アイコン

ホーム つながり

国際太朗

メッセージ求人 通知 あなた

背景写真

LInkedIn に登録する

同意して登録

メールまたは電話番号

パスワード (６文字以上 )

「同意して登録」をクリックすることにより LinkedIn
の利用規約、プライバシーポリシー、cookie ポリシー
に同意したものとみなされます。

アイコン

アイコン

ホーム つながり

国際太朗

メッセージ求人 通知 あなた

背景写真

LInkedIn に登録する

同意して登録

メールまたは電話番号

パスワード (６文字以上 )

「同意して登録」をクリックすることにより LinkedIn
の利用規約、プライバシーポリシー、cookie ポリシー
に同意したものとみなされます。

アイコン

アイコン

ホーム つながり

国際太朗

メッセージ求人 通知 あなた

背景写真

LInkedIn に登録する

同意して登録

メールまたは電話番号

パスワード (６文字以上 )

「同意して登録」をクリックすることにより LinkedIn
の利用規約、プライバシーポリシー、cookie ポリシー
に同意したものとみなされます。クリック

クリック

職歴を追加4.
ご面倒をおかけしますが、名前・隊
次・派遣国・職種を必ずお願いしま
す。JOCV事務局では帰国後隊員向
けの非公開グループをほかにも開
設しており、参加条件として左記の
流れで隊員情報を登録していただ
く必要がございます。ご協力をお願
いいたします。

①役職 ➡︎ ご自身の職種名を記載してください

②雇用形態 ➡︎ 選択せず未入力でお願いします

③会社名 ➡︎ 「JICA海外協力隊」　
※半角大文字で入力すると公式アカウントが自動で表示されますので選択してください

④場所 ➡︎ 「派遣国」をご入力ください  例）ラオス

保存  ➡︎ 忘れずに押して設定画面を閉じてください

⑥開始日 ➡︎ 派遣開始年月

⑦終了日 ➡︎ 派遣終了年月

⑤現在このポジションで働いています ➡︎ 必ずチェックを外してください ▢ ▶ ▢

役職＊

雇用形態
選択してください

JOCV

JICA 海外協力隊

【公式】JICA 海外協力隊
会社・市民団体・社会組織

皆様の派遣国名  ≪全角スペース≫  職種

現在このポジションで働いています

雇用形態の詳細はこちらをご覧ください。
会社名＊

場所

開始日
１月 2015

１月 2017
終了日

説明

保存

※複数回派遣されている方は、別職歴として派遣ごとに職歴を追加ください。

Text＝海原美帆
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無料職業紹介事業
帰国隊員を対象として求⼈情報を個別にご紹介できるよう

になりました。取り扱っている分野は外国⼈材の受け⼊れ

支援、多⽂化共⽣、地⽅創⽣などに関するお仕事で、求人

元は⾃治体や公的団体、NPOなどです。このようなお仕事

をお探しの場合はぜひご利用ください。

求職者登録やご紹介の流れなどは
こちらからご確認ください
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
job_support/index.html

帰国隊員奨学⾦事業
帰国後2年以内の帰国隊員の方々で、JICA海外協力隊へ

の参加により得た知識及び経験の社会還元への活用を促

進するため、国内外の大学院への進学を志望する方や進

学している方を対象とした奨学金給付事業です。

詳しい募集要項はこちらからご覧ください
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
career_support/scholarship/index.html

教育訓練手当
進路開拓に役立つ技術・技能の修得や免許・資格の取得

につながる教育・訓練を受ける場合、受講のために支払っ

た費用の8割（上限は20万円）をJICAが支援する制度「教

育訓練手当」を設けています。

受給資格や申請方法などの詳細は
こちらからご確認ください
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
career_support/allowance/index.html

テーマ・分野別セミナー、勉強会
帰国後の進路開拓、社会還元活動のために参考となるセミ

ナーを実施しています。内容は進路（就職、進学、起業）、

在日外国人支援、多文化共生、災害ボランティアなどテー

マ・分野別となっています。

詳細はこちらからご確認ください
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
career_support/seminar

JOCV枠UNV制度
JICAは国連ボランティア計画（UNV）と提携し、国際協力

分野でキャリアアップを目指している青年層のJICA海外協

力隊（青年海外協力隊など）OB・OGを国連ボランティアと

して主に国連機関に派遣するJOCV枠UNV制度を実施し

ています。

詳細はこちらからご確認ください
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
career_support/unv/index.html

進路相談カウンセラー／
青年海外協力隊相談役
2022年10月現在、全国に計21人の「進路相談カウンセ

ラー」や「青年海外協力隊相談役」を配置し、就職・進学を

はじめとする進路開拓に必要な各種情報の提供やサポー

ト、カウンセリングなどを行っています。

それぞれの担当都道府県や連絡先は
こちらからご確認ください
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
career_support/counselor/index.html

国際キャリア総合情報サイト
「PARTNER」

JICAが 運営する国際 協力のキャリア総合 情 報サイト

「PARTNER」には、青年海外協力隊と日系社会青年海外協

力隊の経験者を対象に、企業などの求人や進学、セミナーな

ど、進路開拓に関する各種情報を随時お知らせする「帰国
隊員進路情報」ページを設けています。

詳細はこちらからご確認ください
https://partner.jica.go.jp/CareerInfo

自治体・企業向け交流会
帰国隊員と自治体、民間企業、NPO法人など各種団体

の交流を目的に、進路開拓を前提としたキャリアフェア

と協力隊事業の理解促進の交流会という趣旨で開催して

います。

詳細はこちらからご確認ください
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
career_support/seminar/index.html

JICA海外協力隊の公式ウェブサイト、各
種公式SNSでも、旬の情報を発信してい
ます。ぜひチェックしてみてください！

JICA海外協力隊公式ウェブサイト
https://www.jica.go.jp/volunteer/

JICA海外協力隊公式Facebook
https://www.facebook.com/jicavolunteer

JICA海外協力隊公式Twitter
https://twitter.com/jocvjimukyoku

JICA海外協力隊公式YouTube
https://www.youtube.com/user/jicajocvsv

公益社団法人青年海外協力協会
（JOCA：Japan Overseas Cooperative Association）

開発途上国の人々のために自分の持つ技術や経験を生か

し活動してきたJICA海外協力隊の帰国隊員を中心に組織

されています。JICA海外協力隊で培った精神とその経験を

広く社会に還元するため、OB・OG会をはじめとする多くの

団体とのネットワークを活用し、地域に根ざした国際交流・

国際協力活動を行っています。

会についての詳細はこちらからご覧ください
http://www.joca.or.jp

一般社団法人協力隊を育てる会
（SOJOCV：The Supporting Organization of Japan 

  Overseas Cooperation Volunteers）

47都道府県2市にてそれぞれ活動する「JICA海外協力隊

の応援団」です。協力隊事業が広く理解され支援していた

だけるよう、民間の立場でボランティアによる組織を地域ご

とに結成しています。JICA海外協力隊向け実践ガイド『ク

ロスロード』の発行も行っています。

会員申し込み方法や会の詳細はこちらからご覧ください
https://www.sojocv.or.jp

JICA海外協力隊向け実践ガイド『クロスロード』
https://www.jica.go.jp/volunteer/outline/
publication/pamphlet/crossroad/

ＯＢ・ＯＧ関連の各種お知らせ
ＯＢ・ＯＧが主催するイベントなどの情報を掲載。掲載申請手続
きを行うことで告知もできます（希望される場合は、掲載申請手
続きの案内ページをご覧ください）。

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/info/

JICA地球ひろばウェブサイト内
「先生のお役立ちサイト」

出前講座や国際理解教育・開発教育でご活用いただける
教材や映像教材などの閲覧、無料ダウンロードができます。

https://www.jica.go.jp/hiroba/teacher/

進路開拓インフォメーション＆帰国後支援
JICA海外協⼒隊公式ウェブサイト内では、協力隊経験者が帰国後も経験と知見を生かして活躍するためのさまざま
な窓口を紹介しています。関連組織のサイトでもOVとしての活動の幅を広げる情報を提供していますので、ぜひご活
用ください。詳細はそれぞれのウェブサイトにてご覧いただけます。

海外協力隊の経験を生かした進路開拓の支援情報の一覧はこちらから

【進路開拓支援情報のご案内】
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/index.html

Text＝海原美帆



出身校等 団体名 代表者 問い合わせ窓口
酪農学園（大学・短期大学） 酪農学園青年海外協力隊OV会 南 繁＜タンザニア／獣医師／1976（昭和51）年度1次隊後期＞   gaia373@gmail.com（南 繁） 

親子がJICA
海外協力隊に参加  青年海外協力隊の2世代参加を促進する会 久田守雄＜マラウイ／上下水道設計／1986（昭和61）年度1次隊＞  moriohisada@gmail.com（久田守雄） 

そ　の　他

団体名 代表者 問い合わせ窓口
総　合 NPO法人 シニアボランティア経験を活かす会 森岡 潔（SV／ヨルダン／電子工学／2013（平成25）年度3次隊） info@jicasvob.com 

在住地
等別

札幌SVくらぶ  前任者退任、未定  ja8ve@jarl.com（齋藤邦夫） 

千葉県JICAシニアボランティアの会  三輪達雄＜SV／ブータン／協同組合／2013（平成25）年度1次隊＞  chibajicasv02@gmail.com（高瀬義彦） 

静岡県JICAシニア海外ボランティア協会（SOVA）   堀田康雄＜ボリビア／養蜂／1978（昭和53）年度2次隊後期＞  czb12447@gmail.com（堀澤光栄） 

JICA中部コスモスクラブ  中谷英司＜ベトナム／経営管理／2009（平成21）年度4次隊、
品質管理・生産性向上／2014（平成26）年度9次隊＞  eddy.nakatani@gmail.com（中谷英司） 

JICA近畿シニアボランティアOV会  中谷さおり＜SV／キルギス／パッケージデザイン／
2010（平成22）年度2次隊＞ jicakinkisv@gmail.com

JICA兵庫シニアOV会  長田 守＜SV／ベリーズ／都市計画／2013（平成25）年度3次隊＞  mail@jhso.org（長田 守） 

分野別 ICT海外ボランティア会  石井 孝＜SV／タイ／電気通信／1999（平成11）年度派遣＞  yamakawa.cocobridge@network.email.ne.jp
（山川博久） 

海外協力隊や日系社会海外協力隊の経験者などで構成するOV会シ　ニ　ア

地域 県名等 団体名 代表者 問い合わせ窓口

北
海
道
・
東
北

北海道 青年海外協力隊北海道OB会  原田晴子＜チリ／歯科衛生士／2008（平成20）年度1次隊＞  katsuyuki.yoshida@gmail.com（吉田勉幸） 

青森県 青森県青年海外協力協会（AOCA）  蝦名雄三＜ソロモン／林業・森林保全／2018年度1次隊＞ aoca.jimukyoku@gmail.com（事務局長：金濱 亨） 

岩手県 岩手県青年海外協力協会  樋口正之＜フィリピン／コンピュータ技術／2003（平成15）年度1次隊＞ naura3hana0@yahoo.co.jp（事務局：小田島成良） 

宮城県 宮城青年海外協力協会  三田村 徳＜フィジー／理学療法士／2017年度1次隊＞   miyagi.jocv.ov@gmail.com 

秋田県 青年海外協力隊秋田県OB会  打矢佳彦＜マラウイ／理数科教師／2005（平成17）年度2次隊＞ https://www.facebook.com/jocv.akita 

山形県 NPO法人山形県青年海外協力協会（YOCA）  渡邉直樹＜モロッコ／視聴覚教育／2004（平成16）年度1次隊＞  info@yamagatayoca.org（代表） 

福島県 ふくしま青年海外協力隊の会  高橋 司＜メキシコ／青少年活動／2005（平成17）年度2次隊＞  fukushima.jocv@gmail.com（内田恭男） 

関
東
・
甲
信
越

茨城県 青年海外協力隊茨城県OV会  石森和麿＜日系／ブラジル／日系日本語学校教師／2015（平成27）年度派遣＞   ov_yakuin@googlegroups.com 

栃木県 栃木県青年海外協力隊OB会  大貫 泉＜モザンビーク／農業土木／2011（平成23）年度1次隊＞ tochigi.ob@gmail.com 

群馬県 青年海外協力隊群馬県OB会 當銀譲次＜ガーナ／電気機器／1985（昭和60）年度2次隊＞  byq11521@nifty.com（當銀譲次） 

埼玉県 青年海外協力隊埼玉県OB会  榎本 敬＜タンザニア／土木施工／1994（平成6）年度1次隊＞  saiobkumeda@aol.com（粂田 浩） 

千葉県 青年海外協力隊千葉OB会  西村邦雄＜ネパール／理数科教師／1982（昭和57）年度4次隊＞  info001@jocvchiba.org 

東京都 青年海外協力隊東京OB会  野村一成＜マラウイ／養鶏／1978（昭和53）年度2次隊前期＞  murambeeste1@ezweb.ne.jp（野村一成） 

新潟県 新潟県青年海外協力協会 渡部 悟＜ミクロネシア／土木設計／1992（平成4）年度2次隊＞   watabe_st@kitac.co.jp（渡部 悟） 

神奈川県 青年海外協力隊神奈川県OB会(KOCV)  豊倉麗子＜日系／パラグアイ／日本語学校教師／20回生／2004（平成16）年度派遣＞  info@kocv.jp（豊倉麗子） 

川崎市 川崎JICAボランティアの会  内藤幸彦＜エチオピア／天然痘監視員／1972（昭和47）年度1次隊＞  fvgp7530@nifty.com（内藤幸彦） 

山梨県 山梨青年海外協力隊協会 船木良彦＜ニカラグア／養護／1999（平成11）年度3次隊＞   k88ne23k@nifty.com（船木良彦） 

長野県 青年海外協力隊長野県OB会  小林恭介＜エクアドル／野菜／1996（平成8）年度1次隊＞ nagano.jicaov@gmail.com（小林恭介）

東
海
・
北
陸

富山県 青年海外協力隊富山県OB会  竹中成行＜マラウイ／木工／2006（平成18）年度3次隊＞ info@jocv-toyama.sakura.ne.jp 

石川県 石川県青年海外協力隊OB会  髙坂知樹＜ジャマイカ／行政サービス／2014（平成26）年度２次隊＞   ishikawajocvov@outlook.jp（山崎 航) 

福井県  青年海外協力隊福井県OB会  千田崇裕＜ドミニカ国／料理／2009（平成21）年度2次隊＞   jocvfukui@gmail.com（事務局：荻田千津） 

静岡県 青年海外協力隊静岡県OB会  武馬千恵
＜セントビンセント／村落開発普及員／2008（平成20）年度2次隊＞

exjocv.shizuoka@gmail.com（武馬千恵）

岐阜県 JICAボランティア岐阜県OV会  田中 勲＜ボリビア／青少年活動／2008（平成20）年度4次隊＞   isao54tnk@gmail.com（田中 勲） 

愛知県 青年海外協力隊愛知県OB会  稲垣佳成＜フィリピン／村落開発普及員／1989（平成元）年度3次隊＞   jocvaichiob@yahoo.co.jp（上田敏博） 

三重県 青年海外協力隊三重県OB会  鈴木智久
＜ナミビア／PCインストラクター／2010（平成22）年度3次隊、ケニア／2017年度2次隊＞

suzukit@dles.jp（鈴木智久）

近
畿

滋賀県 滋賀県青年海外協力協会（SOCA）   梶山義晋＜ナミビア／上下水道／2007（平成19）年度4次隊＞  r.matsu@nifty.com（松村良司） 

京都府 NPO法人京都海外協力協会  亀村佳都＜ニカラグア／環境教育／2004（平成16）年度1次隊＞ office@koca.or.jp（亀村） 

大阪府 青年海外協力隊大阪府OB・OG会  相川香菜＜ガーナ／村落開発普及員／2010（平成22）年度1次隊＞  osakaov@gmail.com 

兵庫県 青年海外協力隊兵庫県OB会  阪井園子＜カンボジア／小学校教諭／2007（平成19）年度1次隊＞ mitsunakao@yahoo.co.jp（中尾光伸） 

奈良県 奈良県青年海外協力協会  黒田昌輝＜マラウイ／電話交換機置局設計支援／1989（平成元）年度3次隊＞ m.kuroda@joca-nara.com（黒田昌輝） 

和歌山県 和歌山青年海外協力協会  談儀善弘＜ネパール／理数科教師／1983（昭和58）年度1次隊＞  dangiyhojp@yahoo.co.jp（談儀善弘）

中
国
・
四
国

鳥取県 青年海外協力隊鳥取県OV会 谷田孝之＜ニジェール／小学校教諭／2000（平成12）年度1次隊＞   infotottorikenov@gmail.com（谷田孝之） 

島根県 島根県青年海外協力協会  天津貴志＜ブルキナファソ／村落開発普及員／2003（平成15）年度1次隊＞   shimanejocvov@gmail.com（天津貴志） 

岡山県 青年海外協力隊岡山県OV会  近藤英生＜モロッコ／測量／1981（昭和56）年度3次隊＞  https://www.facebook.com/ov.okayama 

広島県 青年海外協力隊広島県OB会  竹内英祐＜ウガンダ／土木／2008（平成20）年度4次隊＞  jocv.hiroshima.obkai@gmail.com 

山口県 青年海外協力隊山口県OB会  山尾和宏＜インド／日本語教師／2010（平成22）年度4次隊＞  valencia0522@gmail.com（山尾和宏） 

徳島県 徳島県青年海外協力協会  佐尾山省二＜ケニア／理数科教師／1980（昭和55）年度4次隊＞   kenya554@yahoo.co.jp（佐尾山省二） 

香川県 香川県青年海外協力協会  三宅康仁＜ホンジュラス／小学校教諭／2011（平成23）年度1次隊＞  sykbp872@yahoo.co.jp（三宅康仁） 

愛媛県 愛媛県青年海外協力協会（EOCA）  清家央樹＜マラウイ／村落開発普及員／2008（平成20）年度4次隊＞   weifan217@gmail.com (事務局：スガ) 

高知県 高知県青年海外協力隊OB会  猪野孔太＜南アフリカ共和国／電気・電子設備／2011（平成23）年度1次隊＞   jocv_ob_kochi@yahoo.co.jp（猪野孔太） 

九
州
・
沖
縄

福岡県 福岡県青年海外協力協会  庄田清人＜マラウイ／コミュニティ開発／2014（平成26）年度2次隊＞ jocvfukuokakenov@gmail.com（齊藤ちづる） 

佐賀県 佐賀県海外協力協会  鶴田さゆり＜中華人民共和国／幼児教育／2009（平成21）年度2次隊＞   xiaoli_0102@yahoo.co.jp（鶴田さゆり） 

長崎県 長崎県青年海外協力協会  栗原航平＜セネガル／小学校教育／2016年度3次隊＞  283koheikurihara@gmail.com

熊本県 熊本県海外協力協会  山本一憲＜ボリビア／農業土木／2011（平成23）年度1次隊＞   jocakumamoto2014@gmail.com（山本一憲） 

大分県 大分県青年海外協力協会  長岡健朗＜フィリピン／獣医師／1988（昭和63）年度2次隊＞  nkenro@ctb.ne.jp（長岡健朗） 

宮崎県 宮崎県海外協力協会  清武信彦＜ベトナム／家畜飼育／2007（平成19）年度1次隊＞ prometheus1@hotmail.co.jp（清武信彦） 

鹿児島県 青年海外協力隊鹿児島県OB会  木原和代
＜日系／パラグアイ／日本語教師／12回生／1996（平成８）年度派遣＞

happy_thanks_kazu@yahoo.co.jp（木原和代）

沖縄県 沖縄県青年海外協力協会  菅原耕太＜マダガスカル／村落開発普及員／2006（平成18）年度2次隊＞  okinawajoca@gmail.com（小林憲生） 

同じ都道府県・市の在住者や出身者などで構成するOV会在住地等別

地域 派遣国 団体名 代表者 問い合わせ窓口

中　米

エルサルバドル 青年海外協力隊エル・サルバドル会  高田幸一＜バスケットボール／1976（昭和51）年度1次隊前期＞  ichi0704@jcom.home.ne.jp（高田幸一） 

ドミニカ共和国 ドミニカ共和国OV会  綿引純男＜体育／1988（昭和63）年度2次隊＞   sumiowatahiki@hotmail.com（綿引純男） 

パナマ 青年海外協力隊パナマOV会  立花邦彦＜電子機器／1993（平成5）年度1次隊＞   panamaov@yahoo.co.jp（吉岡初子） 

ホンジュラス ホンジュラスOV会  矢草山 誠＜小学校教諭／2007（平成19）年度1次隊＞  sou-amayama@hotmail.co.jp 

中　東

イエメンほか JOCV イエメン＋UNV（国連）ネットワーク  相場由夏（旧姓：佐藤）＜幼児教育／2007（平成19）年度2次隊＞ 
伊藤嘉一（UNV経験者）＜1971（昭和46）年度＞ 

meguro-ito@t02.itscom.net（伊藤嘉一） 
beruchanrd6@gmail.com（木村亮―） 

シリア シリアOV会  桑田和幸
＜SV／品質管理／2008（平成20）年度3次隊＞＝会長代行 syriaov_admin@googlegroups.com（事務局：桑田）

ヨルダン ヨルダンネットワーク 末岡直樹＜システムエンジニア／1991（平成3）年度3次隊＞   nsueoka@nifty.com 

アフリカ

ウガンダ ウガンダ隊OV会  鷹觜悠史＜小学校教育／2017年度1次隊＞  jocvuganda@gmail.com（渡邉慎平） 

エチオピア 青年海外協力隊エチオピアOB・OG会  並木義明＜電話線路／1974（昭和49）年度2次隊前期＞  yoshiak.namiki1017@outlook.jp（並木義明） 

ケニア 協力隊ケニアOB・OG会  川田直輝＜工作機械／1988（昭和63）年度1次隊＞  info@kenya-jocv.com（川田直輝）

タンザニア ワスワヒリの会  蔀 佳恵＜村落開発普及員／2008（平成20）年度3次隊＞  waswahilinokai@gmail.com 

ニジェール ニジェール有志の会  大野岳夫＜コンピュータ技術／2004（平成16）年度1次隊＞  takeo.ohno@nifty.ne.jp（大野岳夫） 

マダガスカル 青年海外協力隊マダガスカルOV会  佃 麻実＜村落開発普及員／2009（平成21）年度1次隊＞  tiakomadagascar@outlook.jp 

マラウイ 日本マラウイ協会  西岡周一郎＜元在マラウイ特命全権大使＞  info@japan-malawi.org 

ルワンダ 青年海外協力隊ルワンダOV会  松山匡延＜理数科教師／2005（平成17）年度3次隊＞  rwandaov@yahoo.co.jp 

欧　州
ブルガリア ハイデベ ブルガリア  原 浩治＜体育／1994（平成6）年度1次隊＞  yusukeaznable@gmail.com（岡田裕介） 

ルーマニア ルーマニアOB会  増田美智世（旧姓：斗澤）＜看護師／1997（平成9）年度3次隊＞   jocvrom-admin@googlegroups.com 

アジア

中華人民共和国 青年海外協力隊中国同志会 羽田一三男＜自動車整備／1988（昭和63）年度3次隊＞   nihao.haneda@nifty.com（羽田一三男） 

スリランカ スリランカ同窓ネットワーク 市川真理子＜コンピュータ技術／1987（昭和62）年度3次隊＞   ichi_mariko@yahoo.co.jp（市川真理子） 

ネパール 協力隊ネパール会  田中浩平＜食用作物／1992（平成4）年度1次隊＞  nepalkai@chautara-kaze.com（田中、上坂） 

バングラデシュ バングラデシュOVの会  佐藤利哉＜農業協同組合／1981（昭和56）年度1次隊＞＝会長  nahoko@sol.dti.ne.jp（佐藤利哉） 

東ティモール JICA海外協力隊東ティモールOB・OG会  城戸大樹 ＜2016（平成28）年度1次隊／環境教育＞  timorlestejocv@gmail.com（堀内好恵） 

フィリピン 協力隊フィリピンOB／OG会  中垣長睦＜園芸作物／1970（昭和45）年度2次隊＞  jocvph-obog-admin@googlegroups.com（上村秀之） 

ベトナム ベトナムOV会 青木宏祐＜空手道／2004（平成16）年度3次隊＞  kakuchari@yahoo.co.jp（青木宏祐） 

マレーシア 青年海外協力隊マレーシア会  白山 肇＜理数科教師／1980（昭和55）年度1次隊＞  malaysia@ics-together.com（志岐文子） 

ラオス 青年海外協力隊ラオスOV会  關本政夫＜農林統計／1996（平成8）年度3次隊＞  sekimoto@cam.hi-ho.ne.jp（關本政夫） 

大洋州 サモア 青年海外協力隊サモアOB会  大塚一雄＜システムエンジニア／1988（昭和63）年度3次隊＞  samoa@fafetai.net（大塚一雄） 

派遣国が同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOV会派 遣 国 別
「在住地」や「派遣国」など、共通項で結ばれた JICA海外協力隊経験者で構成
するOV（OB・OG）会。その最新の基礎情報（2022年10月現在）をまとめました。
▶ 毎年編集部から掲載内容についての確認をしています。期日までに返信をいただけない場合は掲載ができませんので、ご協力をお願いいたします。

▶ 団体の担当者などに変更があった場合は、協力隊事務局に必ずご連絡をいただくようお願いします。来年以降は協力隊事務局に登録しているデータ

　を掲載する可能性があります。

J IC A海外協力隊

2627 クロスロード 2022クロスロード 2022

派遣中・帰国後の職種・活動領域などが同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOV会分 野 等 別
分野（大） 分野（小） 団体名 代表者 問い合わせ窓口

教　　育

開発教育 学校から世界のミカタを考える会  糀 広大＜ミクロネシア／小学校教諭／2011（平成23）年度1次隊＞  info@sekainomikata.com（糀 広大） 

理数科教育  ザンビア理数科教師会議（AMAKASA）   瀬戸洋一＜ザンビア／理数科教師／1997（平成9）年度1次隊＞  Aoki.Hidetake@jica.go.jp（青木英剛） 

環境教育 青年海外協力隊環境教育OV会  加藤超大＜ヨルダン／環境教育／2012（平成24）年度1次隊＞  see.jocv@hotmail.com（加藤超大） 

学校教育 全国OV教員・教育研究会  吉岡康裕＜タンザニア／理数科教師／2000（平成12）年度2次隊＞  zenovkk@gmail.com（金田健一） 

学校教育 関東教育支援ネットワーク  金田健一＜ケニア／理数科教師／2000（平成12）年度2次隊＞  mwalimu.kaneta@gmail.com（金田健一） 

学校教育 京都府OV教員研究会  貝畑四朗＜ジンバブエ／体育／2006（平成18）年度3次隊ほか＞   masahirak0212@yahoo.co.jp（川村昌広） 

学校教育 大阪教育ネットワーク  三野光雄＜ウガンダ／理数科教師／2002（平成14）1次隊＞   mituwo.sanno@nifty.com（三野光雄） 

学校教育 兵庫OV教員研究会  山﨑 丈＜ガーナ／理数科教師／1990（平成2）年度1次隊＞  kofitake@yahoo.co.jp（山﨑 丈） 

幼児教育  JICA海外協力隊幼児教育ネットワーク  久保田美幸＜マレーシア／保育士／1989（平成元）年度3次隊＞　　 jocvyoukyou@gmail.com（久保田美幸） 

スポーツ バレーボール JOCVバレーボール会  三枝大地＜チリ／バレーボール／2004（平成16）年度3次隊＞   yoshimizu.ghn011@gmail.com（吉水直保） 

保健・医療
看護職 JOCV看護職ネットワーク  成瀬和子＜フィジー／看護師／1990（平成2）年度2次隊＞  jocvnurse@gmail.com 

栄養士 青年海外協力隊栄養士ネットワーク  氏家真梨＜ボツワナ／栄養士／2003（平成15）年度1次隊＞  jocvnut.net@gmail.com（氏家真梨） 

リハビリテーション JOCVリハビリテーションネットワーク  小泉裕一＜モンゴル／理学療法士／2012（平成24）年度1次隊＞  jocvrehabnetwork@gmail.com（小泉） 

そ  の  他
無線 JOCV-NETアマチュア無線クラブ  小山栄一＜ザンビア／無線通信機／1979（昭和54）年度3次隊＞  jk1xld@gmail.com 

地域づくり等  日本も元気にする青年海外協力隊OB会  河内 毅＜グアテマラ／森林経営／2002（平成14）年度1次隊＞  nippon.genki.jocv@gmail.com（河内 毅） 

OV会

Text＝海原美帆



国際協力NGOルマナイサモア　
浦崎裕之＜サモア／歯科医師／1984（昭和59）年度3次隊＞
氏原英敏＜サモア／理科教育／2014（平成26）年度1次隊＞＝共同代表

【サモア独立国】サモア独立国において、歯科医療支援・教育支援を行い、その経験をサモア・日本両国の
人々 と分かち合い、両国の人材や文化の交流を目指す。

jam tun（ジャムタン）
田賀朋子＜セネガル／コミュニティ開発／2014（平成26）年度2次隊＞

【セネガル】 「アフリカと日本をわくわくでつなぐ」をコンセプトに、セネガルのカラフルなプリント布を使っ
た服や雑貨の制作・販売を、同国のテーラーたちと共に行う。　

スランガニ
馬場繁子＜スリランカ／幼稚園教諭／1986（昭和61）年度3次隊＞

【スリランカ】 スリランカの子どもたちの学びや生活の環境向上を目的に、幼児教育支援、絵本出版、教育
里親事業、障害児通所施設の運営、女性の生計支援などを行う。　

Semilla（セミージャ）・ 青い空の会
白石光代＜グアテマラ／花卉／1999（平成11）年度1次隊＞

【グアテマラ】 グアテマラの誇る織物やビーズを使った民芸品の企画・製作・販売を行う。作り手である村
の女性たちの経済的自立を目指している。また、青い空の会では子どもたちの顔が見える、支援者の声が
子ども一人ひとりに届く就学支援、グアテマラの伝統文化を生かした自立支援を行う。いずれも、地元の人
たちの協力のもと、地域に根ざした活動を目指している。

daladala.（ダラダラ.）
佐屋 眸（旧姓：小畠）＜モンゴル／デザイン／2007（平成19）年度3次隊＞

【モンゴル、アフリカ地域】 モンゴルの羊毛フェルトやアフリカ伝統の素材を使ったハンドメイド製品の企
画デザイン・輸入・販売を行う。　

chaokao material（チャオカオ・マテリアル）
高野繭子＜タイ／手工芸／2003（平成15）年度3次隊＞

【タイ】 タイ山岳少数民族の伝統刺しゅうや織物を使ったオリジナル雑貨（小物、アクセサリーなど）、素材
の販売や卸販売を行う。　

中国児童教育援助協会（CCEAS）
菅 未帆（旧姓：市橋）＜中華人民共和国／幼稚園教諭／1994（平成6）年度2次隊＞

【中華人民共和国】 中華人民共和国の農村部の子どもたちの就学支援を行う。現在は日本からだけでは
なく中国の富裕層からの支援金も農村部へ届ける形で支援を継続。中国・日本の相互理解に向けた教育
の推進にも取り組む。

Chemchem ya Amani Tanzania（チェムチェム・ヤ・アマニ・タンザニア）
飯山尚子（旧姓：会田）＜タンザニア／村落開発普及員／2003（平成15）年度2次隊＞

【タンザニア】 孤児など学校に行けないタンザニアの子どもたちを対象に、就学支援を目的とした「里親制
度」を運営する。　

トゥエンデ
米澤真奈美＜タンザニア／理数科教師／1994（平成6）年度2次隊＞

【タンザニア】 タンザニア産のコーヒーや布などの販売を通した同国の障害者への支援および異文化理解
ワークショップなどに取り組む。　

認定NPO法人AfriMedico（アフリメディコ）
町井恵理＜ニジェール／感染症対策／2006（平成18）年度派遣＞

【アフリカ地域】 「富山の置き薬」の仕組みをアフリカで展開し、人々 の健康と笑顔に寄与することを目指す。
現在パラレルワークのプロボノ約50人で活動。アフリカに情熱を持つ人材募集中。

認定NPO法人シェア＝国際保健協力市民の会
本田 徹＜チュニジア／医師／1976（昭和51）年度2次隊前期＞
仲佐 保（医師）

【日本、カンボジア、東ティモール】 母子保健、保健人材育成、医療アクセスの改善、保健教育の質向上、在
日外国人支援などの分野における活動を国内外で展開する。　

認定NPO法人ミタイ・ミタクニャイ子ども基金
藤掛洋子＜パラグアイ／家政／1992（平成4）年度2次隊＞

【パラグアイ、日本（横浜・福岡）】 パラグアイの農村部やスラムを中心に教育・生活支援や、ジェンダー課
題解決にも取り組む。2020年度より日本国内でも困難な経済状況下にある子どもたちや女性を対象に活
動を開始。　

BUCKLE COFFEE（バックル コーヒー）
石山俊太郎＜東ティモール／コミュニティ開発／2014（平成26）年度2次隊＞

【東ティモール】 東ティモール、ブルンジ、パナマなど世界のコーヒー豆を自家焙煎し販売する。最高品質の
「スペシャルティコーヒー」と呼べる商品だけを扱う。元々が町工場ということもあり、町工場で使う建材な
どを使用し建築した店舗となっている。　

Vanilla House（バニラ・ハウス）
小瀬一徳＜パプアニューギニア／製材／1993（平成5）年度2次隊＞

【パプアニューギニア】 パプアニューギニアで栽培されたバニラビーンズやカカオ豆などの農産物やその
他加工食品の輸入・販売を行う。　

バヌアツ・ナバンガ　ピキニニ友好協会
仲 誠一＜SV／バヌアツ／観光業／2005（平成17）年度派遣＞

【バヌアツ】 日本の子どもとバヌアツの子どもをつなぎ、写真展や児童画展の開催、日本とバヌアツの小学
校をZoomで結び、子どもたちが触れ合い共に学ぶ。

フェアトレードショップ  Teebom（テーボム）
今井奈保子＜スリランカ／村落開発普及員／1993（平成5）年度2次隊＞

【スリランカ、インド、ペルー、ケニアなど】 スリランカの紅茶をはじめ、インドやペルー、ケニアなど世界各
国の食品や雑貨の輸入・販売を行う。　

ベレケの村　
五十嵐大介＜キルギス／家畜飼育／2009（平成21）年度3次隊＞
五十嵐早矢加＜キルギス／村落開発普及員／2010（平成22）年度3次隊＞

【キルギス】 千葉県南房総市の「ベレケの村」にて、キルギスで食用や薬用としてなじみの深いキンセンカ
を栽培。それを材料にしたオーガニックオイル、化粧品、花びらドレッシング、お茶などを生産・販売。

ミトラパープ
望月映子＜タイ／手工芸／2003（平成15）年度3次隊＞

【タイ】 タイで仕入れたカラフルな手芸材料や雑貨の販売および各種ワークショップを開催する「ミトラ
パープ」運営。　

YAMBI CONNECT LLC. （ヤンビーコネクト）
浅野拳史＜ルワンダ／理科教育／2015（平成27）年度1次隊＞

【ルワンダ】 ルワンダへのスタディツアーや視察ツアーなどのコーディネート、同国での日本語教室の運営
などを行う。

有限会社バンベン
坂本 毅＜中華人民共和国／日本語教師／1991（平成3）年度1次隊＞

【中華人民共和国】 中華人民共和国・内モンゴル自治区オルドスの砂漠緑化支援を目的に、同地産の岩塩
や重曹などの販売を行う。現地では、植林のほか、有機肥料の生産や高付加価値農業の導入など環境と
経済の好循環モデルづくりを行っている。

団体名称（名称の読みがな）
代表者

【事業対象の国／地域】　事業概要　

［凡例］

NGOやNPO、企業などで国際協力活動や社会課題解決を目指す団体の一部をご紹介します。

SOCIAL BUSINESS
JICA海外協力隊経験者による
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アフリカ工房
前田眞澄（旧姓：鈴木）＜ガーナ／村落開発普及員／2001（平成13）年度2次隊＞

【ガーナ】 ガーナ北部の村からフェアトレードで輸入したシアバターを原料に、化粧品の製造・販売を行い、
日本とアフリカを笑顔でつなぐ。　

アフリカ理解プロジェクト
白鳥くるみ（旧姓：川野）＜ケニア／家政／1978（昭和53）年度2次隊前期＞

【アフリカ地域】 元ケニア隊員たちが中心となって設立。可能性と世界的な課題を抱えるアフリカへの関心
を高め、アフリカと日本の活力へとつなげる活動（出版、教育支援、講座の企画・開催、情報提供など）を
行う。　

Alphajiri（アルファジリ）
薬師川智子＜ケニア／マーケティング／2013（平成25）年度3次隊＞

【ケニア】 小規模農家の貧困解決に取り組む農業サプライチェーンマネジメント会社。農村の自助グループ
組成のサポートをはじめ、高品質な農産物の流通・加工などで小規模農家の生活向上を図る。　

一般社団法人Bokk Jambaar（ボック・ジャンバール）
藤原真美（旧姓：土久岡）＜セネガル／小学校教諭／2010（平成22）年度3次隊＞

【セネガル・日本（兵庫県神戸市）】 村落部における地域住民への保健教育、学校の学習環境改善、女性
の収入向上活動のサポートに取り組む。2021年度より日本国内でもセネガルの魅力を発信しながら「人
との繋がり」を感じられる場所づくりを行っている。

A&A（エイ・アンド・エイ）
馬場節子＜バングラデシュ／染色／1988（昭和63）年度3次隊＞

【バングラデシュなど】 バングラデシュ東部で暮らす少数民族・ラカインの人 と々共に、環境保護や子ども
の教育支援を目的に活動する。2016年から女性の生産活動（織物）支援を開始。

EGAO（エガオ）
原田千晶＜パラグアイ／村落開発普及員／2008（平成20）年度2次隊＞

【パラグアイ】 教育・農業・環境・地域経済発展を軸に、パラグアイの生活水準向上に向けた活動を行う。
地域に根ざす持続可能な取り組みとするため、住民主体の運営体制を構築中。　

eje &（エジェ・アンド）
西田すみれ（旧姓：北島）＜キルギス／村落開発普及員／2013（平成25）年度1次隊＞

【キルギス】 キルギスの女性たちが現地産の羊毛を使い、現地産のハーブなどで草木染めをしてつくった
フェルトの雑貨を輸入・販売する。「eje」は、キルギス語で「目上の女性」の総称として使われる言葉。

エシカルジュエリーブランド「maramana」
早水綾野＜ソロモン／プログラムオフィサー／2012（平成24）年度1次隊＞

【ソロモン諸島】 ソロモン諸島の村人が海辺で拾い集めた貝を材料に、現地の職人が貝細工として仕上げ
たものをフェアトレードで仕入れ、日本でエシカルジュエリーとして販売する。ネックレス、ピアス、ブレスレッ
トなどがそろう。

NPO法人アプカス
石川直人＜スリランカ／環境教育／2002（平成14）年度2次隊＞

【スリランカ】 ソーシャルビジネスを通した社会課 題 解決に注力。現在、視覚障害指圧師の指圧院
「Thusare Talking Hands」の運営、持続可能な農業技術の普及および有機食品店「Kenko1st」の運
営を行う。　

NPO法人TICO（ティコ）
吉田 修＜マラウイ／医師／1988（昭和63）年度3次隊＞

【ザンビア、カンボジア】 アフリカやアジアで保健・医療や農村開発などの分野における支援活動を行う。
持続可能な自立の支援をモットーに、現地との協働を重視した活動を展開する。　

NPO法人日本・バングラデシュ文化交流会
松本智子（旧姓：佐藤）＜バングラデシュ／野菜／1981（昭和56）年度2次隊＞

【バングラデシュ】 バングラデシュ・ジェソール県シャシャ郡の農村で、地域住民参加による持続可能な大
豆入り学校給食、大豆食品生産、農村女性の収入向上のための伝統刺しゅう製品生産を行う。

NPO法人パシフィカ・ルネサンス
長岡拓也＜ミクロネシア／考古学／1991（平成3）年度1次隊＞

【ミクロネシア連邦を中心とした大洋州】 大洋州の島々で消滅の危機にある伝統文化を未来に伝えるた
め、歴史文化遺産の記録・継承・教育を支援する活動を進めている。　

NPO法人Rehab-Care for ASIA（リハ・ケア・フォー・アジア）
國谷昇平＜タイ／作業療法士／2015（平成27）年度1次隊＞

【アジア地域】 高齢化が進むアジア諸国でリハビリテーションや介護の仕組みづくりに取り組む。保健・医
療分野の協力隊経験者などがそれぞれの派遣国におけるプロジェクトのリーダーを務めている。

縁結び工房
内山千尋＜タイ／日本語教師／1994（平成6）年度2次隊＞

【タイ・ラオスを中心とする東南アジア地域と日本】 タイやラオスの織物の村で手染め・手織りでつくられ
た絹絣から仕立てた茶道用帛紗を中心とする茶道小物の企画・製造・販売。茶道入門講座や、外国人を
含めた初めての方のための気軽な茶会の実施。　

株式会社ア・ダンセ
森重裕子＜ブルキナファソ／村落開発普及員／2003（平成15）年度1次隊＞

【ブルキナファソ】 ブルキナファソ産シアバターやモロッコ産アルガンオイルを使ったせっけんや化粧品、手
仕事を大切にした雑貨やアクセサリーの企画・製造技術支援・販売を行う。　　

株式会社andu amet（アンドゥアメット）
鮫島弘子＜エチオピア／デザイン／200１（平成13）年度3次隊＞

【エチオピア】 世界最高峰の羊皮「エチオピアシープスキン」をぜいたくに使用し、製品も製造過程も美
しくあることを目指したエシカルリュクスなレザーブランド。表参道のコンセプトストアやオンラインで
販売中。　

株式会社Girls, be Ambitious（ガールズビーアンビシャス）
番匠麻樹＜フィリピン／村落開発普及員／2010（平成22）年度2次隊＞

【フィリピン】 フィリピン産のモリンガやコーヒー、精油などを素材とする食品や化粧品などの企画・輸入・
販売に加え、ソーシャルビジネス・コンサルティングを行う。

株式会社豆乃木 
杉山世子＜ジンバブエ／ソフトボール／2000（平成12）年度1次隊＞

【メキシコ】 メキシコのマヤ先住民が無農薬・無化学肥料で栽培する「マヤビニックコーヒー」などの輸入・
販売を行う。

カンガ屋 katikati（カティカティ）
柳澤栄次＜ケニア／村落開発普及員／2009（平成21）年度3次隊＞

【ケニア】 東アフリカの民族布「カンガ」の専門店。カンガを中心とした衣類や雑貨の制作や販売を行う。

KESTES（ケステス）
黒田篤槻＜ケニア／青少年活動／2017年度3次隊＞=日本窓口代表

【ケニア】 人格、成績共に優秀であるが、経済的な理由で就学の継続が困難なケニアの子どもたちを対象
とする奨学金事業を運営。メンバーは、ケニアの協力隊員やその経験者たち。　

Text＝海原美帆
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長崎大学多文化社会学部の「海外学生向けサマープログラム」のフィールドワークも受け入れている

森田屋の外観

※1…雪浦村長宅のあとは森田さんが住んでいたことから名付けられた。
※2…「あんばんね」とは、雪浦の方言で「遊んでいきませんか」の意味。

Text & Photo＝工藤美和（P31-32, P34）、飯渕一樹（本誌）
写真提供＝取材にご協力いただいた各位　  
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ス
森
田
屋
］

※本誌に掲載されている記事等の内容については執筆者の個人的見解であり、JICAの公式見解を示すものではありません。落丁・乱丁の場合はお取り替えしますので、発行元までご連絡ください。

連絡先変更・情報提供のお願い
　青年海外協力隊事務局では、JICA海外協力隊経験者の皆様と
の関係を保ち、情報を共有したり、ご意見をお聞きしたりすること
が事業改善を進めるうえで重要だと考えています。そのため、住所
変更などが生じた場合は、「住所変更届・進路現況連絡票」（下記
ウェブサイトよりダウンロードが可能）のご提供をお願いしていま
す。年に１度、ＯＶ（ＯＢ・ＯＧ）向け『クロスロード』をお送りする際
にも必要な情報になりますので、ご協力よろしくお願いします。ま
た、皆様の周りで連絡先を変更された方がおられましたら、「住所
変更届・進路現況連絡票」のご提出をお伝えください。なお、メー
ルや電話、郵便などで、事業の改善や見直しに関するアンケートへ
のご協力や、さまざまな分野で活躍されているJICA海外協力隊経
験者のご紹介をお願いすることもあると思いますので、その際は、
ご協力をよろしくお願いいたします。

■住所変更届・進路現況連絡票
https://w w w.jica.go.jp/volunteer/obog/procedures/
documents

■各種届出の提出先／問い合わせ先
jvtpc-sinrosien1@jica.go.jp（JICA青年海外協力隊事務局 人材育成課）

　全国15カ所にあるJICA国内拠点。開発途上国と日本の各地
域を結ぶ懸け橋として、地域の特色を生かした国際協力を市民や
NGO、自治体、民間企業などと連携して推進しています。
　各拠点では、JICA海外協力隊経験者を対象とする就職・キャ
リアアップ・スキルアップのためのセミナーや、国際協力に関連す
る各種セミナー・写真展などを開催しており、国際協力関連の資
料なども閲覧できます。また、全国３カ所にあるJICAの「地球ひ
ろば」では、世界が直面するさまざまな課題や、途上国と私たちと
のつながりを体感できます。ぜひご利用ください。

※各拠点の所在地・連絡先などは下記ウェブサイトをご覧ください。
JICA「国内のJICA拠点」▲

https://www.jica.go.jp/about/structure/domestic/

名称	 所轄地域 

①JICA北海道（札幌）	 北海道（道央・道北・道南）
②JICA北海道（帯広）	 北海道（道東）
③JICA東北	 青森県、岩手県、宮城県、福島県、秋田県、
	 山形県
④JICA二本松	 福島県
⑤JICA筑波	 茨城県、栃木県
⑥JICA東京	 群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、新潟県、
	 長野県
⑦JICA横浜	 神奈川県、山梨県
⑧JICA駒ヶ根	 長野県
⑨JICA北陸	 富山県、石川県、福井県
⑩JICA中部	 静岡県、岐阜県、愛知県、三重県
⑪JICA関西	 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
	 和歌山県
⑫JICA四国	 徳島県、香川県、愛媛県、高知県
⑬JICA中国	 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
⑭JICA九州	 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、
	 宮崎県、鹿児島県
⑮JICA沖縄	 沖縄県

 【国内拠点】

 【地球ひろば】
名称	 所在地

①ほっかいどう地球ひろば	 北海道札幌市
②JICA地球ひろば	 東京都新宿区
③なごや地球ひろば	 愛知県名古屋市

2023年度応募勧奨へのご協力のお願い
　より多くの方にJICA海外協力隊
を知っていただくために、皆様の力
をお貸しください！ お勤め先、ご友
人のお店、町内会掲示板などへのポ
スターの掲示にご協力いただける方
は、最寄りの国内拠点にご連絡くだ
さい。

■送付物：
2023年度募集広報用ポスター
 （Ｂ3サイズ＝364mm×515mm） 

■送付時期：
2023年４月以降（折り畳んだ状態でお送りします）

■申し込み・問い合わせ先： 
左記の【国内拠点】より最寄りの拠点にご連絡ください。

■ご連絡いただく内容
件名：2023年度募集ポスター申し込み
本文：①お名前、隊次、派遣国、職種
	 ②ご送付先（日本国内のみ）
	 ③ご希望枚数（お1人３枚まで）

※送付枚数が上限に達した時点で、受け付けを締め切らせていただくこともご
ざいますのでご了承ください。

募集ポスター例（デザインは
お送りするポスターと異なります）

JICA INFORMATION
JICA海外協力隊ＯＢ・ＯＧの皆様へのお願い

〜JICA青年海外協力隊事務局より〜

編集・発行：独立行政法人国際協力機構
青年海外協力隊事務局
〒100-0004東京都千代田区大手町1-4-1竹橋合同ビル

制作協力：一般社団法人協力隊を育てる会 『クロスロード』編集室
〒101-0052東京都千代田区神田小川町3-28-7昇龍館ビル2階
編集：干川美奈子　飯渕一樹　阿部純一
ロゴタイプデザイン・誌面デザイン：(株)AND
印刷・製本：弘報印刷（株）　校正：佐藤智也

発行日　2022年12月
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JICA国内拠点



そ
の
後
、
８
月
８
日
に
正
式
開
業
し
て
現
在

に
至
る
。
「
弘
前
の
人
と
の
交
流
促
進
と
い

う
意
味
で
は
、
一
人
旅
の
お
客
様
が
も
っ
と

増
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
人
や
情
報
の

交
わ
る
拠
点
と
し
て
、
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
を
目

的
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
。

3233 クロスロード 2022クロスロード 2022

「
単
な
る
安
宿
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
来

た
人
が
弘
前
の
人
と
つ
な
が
れ
る
拠
点
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
。
そ
う
話
す
の
は
、
青
森

県
弘
前
市
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｏ
の
二
階
」
を
運
営
す
る
石
山
紗
希
さ
ん
だ
。

　

こ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
」
と

い
う
、
カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
機
能
を
持

つ
複
合
施
設
の
２
階
を
改
装
し
た
宿
で
あ
る
。

１
階
の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
は
街
の
人
に
よ

る
日
替
わ
り
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
な
ど
の
企
画
が

あ
っ
た
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
地
元
の
芸
術

家
や
団
体
を
中
心
と
し
た
展
示
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
宿
泊
客
は
、
こ
こ
で
地
域
の

人
々
と
交
流
で
き
る
。
こ
だ
わ
り
の
ポ
イ
ン

ト
は
弘
前
ら
し
さ
を
意
識
し
て
リ
ン
ゴ
箱
で

造
っ
た
ド
ミ
ト
リ
ー
の
ベ
ッ
ド
で
、
４
５
０

個
の
リ
ン
ゴ
箱
を
組
み
上
げ
た
力
作
だ
。
木

の
香
り
が
宿
泊
客
に
好
評
だ
と
い
う
。

　

石
山
さ
ん
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
だ
け
で
な
く
、

施
設
全
体
の
創
設
と
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た

人
で
も
あ
る
。
青
森
県
出
身
で
県
内
の
大
学

を
卒
業
し
た
石
山
さ
ん
は
、
新
卒
で
協
力
隊

に
参
加
し
、
ガ
ボ
ン
で
栽
培
指
導
な
ど
の
活

動
に
従
事
し
た
。
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
ア
フ

リ
カ
で
の
生
活
を
経
て
、
帰
国
時
に
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
た
と
き
、
「
日
本
人
、
特

に
青
森
県
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
が
地
元

を
盛
り
上
げ
る
！
と
の
使
命
感
さ
え
燃
や
し

て
い
ま
し
た
（
笑
）
」
。

　

都
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
地
域
活
性
化
事

業
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
調
整
に
係

る
業
務
を
３
年
間
経
験
し
た
の
ち
、

２
０
１
８
年
に
帰
郷
し
た
石
山
さ
ん
。
全
国

で
起
業
家
の
移
住
促
進
と
地
域
ベ
ン
チ
ャ
ー

開
発
を
行
う
一
般
社
団
法
人
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

Ｃ
ｏ

ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ 

Ｌ
ａ
ｂ
（
Ｎ
Ｃ
Ｌ
）
が
立
ち
上

げ
た
Ｎ
Ｃ
Ｌ
弘
前
の
初
期
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

弘
前
市
と
共
に
地
域
課
題
解
決
の
取
り
組
み

を
始
め
た
。
そ
こ
で
元
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
空
き
店
舗
を
借
り
て
活
動
拠
点
と
し
、
津

軽
弁
で
「
私
た
ち
」
を
意
味
す
る
「
お
ら
ん

ど
」
に
ち
な
み
、
拠
点
を
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｉ 

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
と
命
名
し
た
。
翌
19
年
か

ら
は
メ
ン
バ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ン
も
増
え
る
な

か
、
段
階
的
に
機
能
を
拡
充
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
22
年
に
は
弘
前
市
の
関
係
人
口

（
※
）
創
出
事
業
を
受
託
。
「
Ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
！

ね
ぷ
た
コ
ー
ス
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
し
、
宿
泊
機
能
の
整
備
を
進
め
た
。
こ
れ

は
８
月
１
日
か
ら
始
ま
る
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ

り
に
県
外
の
人
を
募
り
、
祭
り
の
前
後
に
わ

た
っ
て
参
加
団
体
と
共
に
ね
ぷ
た
の
制
作
・

運
行
な
ど
運
営
側
の
活
動
に
携
わ
っ
て
も
ら

う
企
画
だ
。
参
加
者
の
宿
舎
・
拠
点
と
し
て
、

施
設
の
２
階
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
化
し
て
提
供

す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　

２
月
に
は
宿
な
ど
を
運
営
す
る
会
社
を
設

立
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で

資
金
を
調
達
。
４
月
ご
ろ
か
ら
改
装
を
進
め
、

祭
り
に
先
駆
け
て
７
月
か
ら
集
ま
っ
た
参
加

者
17
名
を
無
事
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

が
移
住
し
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
窯
開

き
展
を
行
う
と
、
遠
方
か
ら
人
が
来
て
く
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
99
年
か
ら
は
、
渡
辺

さ
ん
の
発
案
で
町
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン
ト
「
雪

浦
ウ
ィ
ー
ク
」
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
数
日
、
地
域
の

人
々
が
自
宅
や
工
房
を
開
放
し
、
訪
れ
た
人

に
集
落
を
歩
き
な
が
ら
人
々
と
交
流
し
て
も

ら
う
も
の
だ
。

　

渡
辺
さ
ん
は
雪
浦
で
学
習
塾
経
営
と
無
農

薬
有
機
農
業
を
行
い
な
が
ら
、
J
I
C
A
の

企
画
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
ソ

ロ
モ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
に
赴
任
し
た
。

２
０
０
７
年
か
ら
11
年
ま
で
は
自
身
３
度
目

と
な
る
ソ
ロ
モ
ン
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
所
長
を
務

め
る
な
ど
、
協
力
隊
を
支
え
る
仕
事
を
通
算

で
10
年
続
け
た
。

　

05
年
の
近
隣
４
町
と
の
合
併
前
に
は
旧
大

瀬
戸
町
で
町
会
議
員
を
務
め
、
地
元
の
人
々

か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
渡
辺
さ
ん
。
「
そ

ろ
そ
ろ
戻
っ
て
こ
い
」
と
い
う
声
に
応
え
て

地
域
お
こ
し
に
本
格
的
に
取
り
組
む
決
意
を

し
た
の
は
、
渡
辺
さ
ん
不
在
の
間
も
地
元
の

人
た
ち
が
雪
浦
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
続
け
て

き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、

国
の
事
業
仕
分
け
で
「
協
力
隊
か
ら
帰
っ
て

き
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
日
本
で
ど
う
活
躍
し
て

い
る
の
か
が
見
え
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ

と
が
悔
し
く
、
「
や
ら
ん
ば
い
か
ん
」
と
い

う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
た
。

　

帰
郷
後
、
西
海
市
議
会
議
員
に
な
っ
た
渡

辺
さ
ん
は
地
元
の
人
々
と
共
に
、
雪
浦

ウ
ィ
ー
ク
を
成
長
さ
せ
た
。
当
初
は
12
軒

だ
っ
た
工
房
や
店
舗
の
参
加
が
50
軒
以
上
に

増
え
、
人
口
１
０
０
０
人
の
地
区
に
４
日
間

で
１
万
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
14
年
に
地
域
活
性
化
事
業
に
取

り
組
み
始
め
た
。
総
務
省
の
過
疎
集
落
等
自

立
再
生
対
策
事
業
に
応
募
し
、
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ゆ
き

や
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
こ
こ
を
拠
点
に

活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
移
住
相
談

窓
口
や
雪
浦
の
情
報
発
信
な
ど
の
事
業
を
始

め
た
。
そ
し
て
、
県
の
補
助
金
と
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
活
用
し
た
宿
・
森
田
屋

の
オ
ー
プ
ン
に
至
る
。

　

渡
辺
さ
ん
ら
は
「
雪
浦
に
来
た
ら
元
気
に

な
る
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
マ
ル
シ
ェ
や
健
康
教
室
の
開
催
、
耕

作
放
棄
地
を
利
用
し
た
有
機
農
園
や
薬
草
カ

フ
ェ
な
ど
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ

た
。
今
年
10
月
か
ら
は
隊
員
Ｏ
Ｇ
で
宿
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
荒
瀬
美
佐
子
さ
ん
が

小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
親
子
で
楽
し
む
ソ

ト
ア
ソ
ビ
」
を
開
始
。
近
郊
在
住
の
隊
員
Ｏ

Ｂ
が
手
伝
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
宿
泊
客

は
減
っ
て
い
る
が
、
地
域
の
資
源
を
生
か
し

地
域
全
体
で
観
光
経
営
す
る
取
り
組
み
を
続

け
て
い
る
。

　

集
落
に
は
居
酒
屋
が
な
い
た
め
、
毎
週
金

曜
日
に
は
宿
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
＆
ラ
イ
ブ
を

開
き
、
旅
行
者
と
地
元
の
人
た
ち
が
一
緒
に

盛
り
上
が
る
。
渡
辺
さ
ん
が
ソ
ロ
モ
ン
仕
込

み
の
包
丁
さ
ば
き
で
提
供
す
る
お
刺
身
も
好

評
だ
。

　

雪
浦
に
暮
ら
す
人
も
元
気
に
な
る
活
動
の

積
み
重
ね
は
移
住
者
を
増
や
し
、
高
齢
化
と

人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
。

1999年から開催している雪浦ウィーク

❶リンゴ箱を組んで造った
ベッドは全12床。使用済みの
箱なので、よく見ると仲買人
の書いたメモなどが残ってい
るという　
❷リンゴ箱ベッドの制作・設
置には八戸工業大学感性デ
ザイン学部・工学部の学生が
協力した　
❸宿に設置している「チャレン
ジャーズボード」。ORANDO
に集う人の取り組みやSNS情
報を、宿泊客に紹介する

※…関係人口とは、移住した「定住人口」や、観光に来た「交流人口」とは異なり、特定の地域と継続的かつ多様な形で関わる人 を々指す言葉。

宿が面している雪浦川 
HIROSAKI ORANDOの外観。地元の街歩きツアー運営団体などとも連携を始めている

と
の
交
流
の
場
で
も
あ
る
。

　

１
９
８
７
年
に
渡
辺
さ
ん
が
ソ
ロ
モ
ン
で

の
３
年
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
生
活
を
終
え
、

移
り
住
ん
だ
の
が
幼
い
頃
を
過
ご
し
た
雪
浦
。

ソ
ロ
モ
ン
の
村
で
体
験
し
た
、
モ
ノ
が
な
く

て
も
平
和
な
「
本
当
に
豊
か
な
暮
ら
し
」
を

日
本
で
も
送
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

当
時
か
ら
人
口
減
が
深
刻
な
過
疎
地
域

だ
っ
た
が
、
友
人
で
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
陶
芸
家

基 本 情 報

雪浦ゲストハウス森田屋
2018年5月開業／住所：長崎県西海市大瀬戸
町雪浦下釜郷504
部屋数・定員：和室2部屋、洋室2部屋（※現在、
コロナ感染拡大防止のため、ドミトリー、相部屋
をなくし全部屋個室として提供）
宿泊料金：1泊／１名4,000円～ 4,500円、2名
8,000円～9,000円、3名10,500円～12,000円、
4名13,200円、5名16,500円
アクセス：さいかい交通バス停・下の釜より徒
歩1分。長崎新地から大瀬戸・板の浦行きバス
で約1時間半。JR長崎駅、佐世保駅から車で約
1時間

Mail: moritaya@yukinoura.net
URL: https://yukinoura.
net/moritaya/

渡
わ た

辺
な べ

督
と く

郎
ろ う

さん 
＜ソロモン／冷凍機器／
1983（昭和58）年度2次隊・長崎県出身＞

石
い し

山
やま

紗
さ

希
き

さん 
＜ガボン／野菜栽培／
2012（平成24）年度２次隊・青森県出身＞

基 本 情 報

ORANDOの二階
2022年8月開業／
住所：青森県弘前市百石町47-2
部屋数・定員：男女共同りんごドミトリー定員
12名、女性専用ドミトリー定員8名、和室ドミト
リー定員2 ～ 3名 ※和室は最大6名で個室とし
て利用可能
宿泊料金：ドミトリー素泊まり1名3,000円、
和室ドミトリー7,500円（連泊割引プランあり）
アクセス：JR弘前駅から徒歩15分、弘南鉄道
大鰐線中央弘前駅から徒歩10分、青森空港か
ら24km

Mail: orandoplus@gmail.com
URL: https://orandononikai.snack.
chillnn.com/snack/orandono_nikai

  

弘
前
の
内
と
外
が
つ
な
が
る
交
流
拠
点
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地域と
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●❸



3435 クロスロード 2022クロスロード 2022

　

旭
川
市
か
ら
１
０
０
km
ほ
ど
北
に
位
置
す

る
北
海
道
下
川
町
。
市
街
地
を
離
れ
た
林
間

に
、
特
徴
的
な
三
角
形
の
小
屋
が
あ
る
。

「
ぐ
る
っ
と
し
も
か
わ
」
の
名
称
で
地
域
案

内
ツ
ア
ー
付
き
宿
泊
業
を
営
む
大
石
陽
介
さ

ん
が
運
営
す
る
一
棟
貸
し
の
宿
、「
Ａ-

ｆ
ｒ

ａ
ｍ
ｅ 

ｃ
ａ
ｂ
ｉ
ｎ 

ｉ
ｗ
ｏ
ｒ
」（
※
）
だ
。

　

小
屋
は
約
10
㎡
の
ワ
ン
ル
ー
ム
で
、
特
に

目
を
引
く
の
は
片
側
の
壁
一
面
の
大
き
な
三

角
窓
。
三
角
形
に
切
り
取
ら
れ
た
森
の
風
景

を
望
め
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
映ば

え
る
〟
宿
だ
。

室
内
に
は
洗
面
台
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
調
理
器

具
や
カ
ト
ラ
リ
ー
一
式
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

屋
外
に
は
焚
き
火
ス
ペ
ー
ス
も
あ
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
。

　

大
石
さ
ん
が
手
配
す
る
町
内
ツ
ア
ー
は
、

宿
泊
客
の
希
望
で
さ
ま
ざ
ま
に
ア
レ
ン
ジ
す

る
、
地
域
密
着
の
体
験
型
。
町
の
一
般
人
と

交
流
す
る
こ
と
も
あ
る
。
「
下
川
町
は
人
の

層
の
厚
さ
が
魅
力
で
す
。
こ
の
町
で
の
日
常

を
体
感
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
大
石
さ
ん
だ

が
、
実
は
遠
く
離
れ
た
静
岡
県
の
出
身
だ
。

　

大
学
卒
業
後
、
県
内
の
小
学
校
に
勤
務
し

て
い
た
大
石
さ
ん
は
、
現
職
教
員
特
別
参
加

制
度
で
モ
ン
ゴ
ル
へ
赴
任
。
復
職
後
は
２
年

間
教
職
を
続
け
た
が
、
「
派
遣
前
、
先
輩
教

員
に
『
困
っ
て
い
る
人
は
日
本
に
も
い
る
の

に
、
な
ぜ
海
外
へ
行
く
必
要
が
あ
る
の
か
』

と
問
わ
れ
、
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
」
。

　

そ
こ
で
特
に
課
題
を
抱
え
る
日
本
の
地
方

に
飛
び
込
も
う
と
、
世
界
自
然
遺
産
の
町
・

羅
臼
町
へ
。
地
方
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
な

が
ら
、
道
内
各
地
を
旅
す
る
な
か
で
何
度
も

足
を
運
ん
だ
の
が
下
川
町
だ
っ
た
。
大
石
さ

ん
は
、
「
楽
し
く
自
然
体
で
好
き
な
こ
と
に

打
ち
込
ん
で
い
る
人
が
多
い
印
象
で
、
ま
た

来
た
い
と
感
じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

２
０
２
０
年
に
起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
制
度
を
利
用
し
て
下
川
町
に
拠
点
を
移

し
、
以
前
か
ら
関
心
の
あ
っ
た
宿
泊
業
を
志

す
。
〝
ゼ
ロ
円
ガ
イ
ド
〟
を
掲
げ
て
無
償
で

町
案
内
を
し
な
が
ら
人
脈
づ
く
り
に
奔
走
し

つ
つ
、
林
業
の
盛
ん
な
下
川
町
の
木
材
で
宿

を
つ
く
る
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
練
っ
た
。

　

そ
し
て
、
地
元
の
製
材
所
か
ら
木
材
を
安

価
で
提
供
し
て
も
ら
っ
た
り
、
工
具
を
借
り

た
り
し
な
が
ら
、
全
く
の
未
経
験
な
が
ら
独

力
で
小
屋
を
造
り
上
げ
た
。「
日
本
で
は
何
で

も
お
金
で
簡
単
に
解
決
し
が
ち
で
す
が
、
自

ら
試
行
錯
誤
し
て
取
り
組
め
た
の
は
、
モ
ン

ゴ
ル
で
活
動
し
た
日
々
が
生
き
て
い
ま
す
」

と
話
す
大
石
さ
ん
。
21
年
６
月
の
完
成
後
、

現
在
の
場
所
へ
運
ん
で
内
装
や
ト
イ
レ
な
ど

を
整
備
し
、
10
月
に
正
式
オ
ー
プ
ン
し
た
。

れ
た
ト
ラ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
接
し
た
経

験
か
ら
、
日
本
で
も
そ
ん
な
風
に
暮
ら
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

來
住
さ
ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
宿
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
帰
国
す
る

と
、
出
版
業
を
行
お
う
と
し
て
い
た
夫
の
川

口
瞬
さ
ん
と
共
に
国
内
で
の
拠
点
を
探
し
た
。

そ
の
な
か
で
「
空
気
が
き
れ
い
で
食
べ
物
が

お
い
し
く
、
人
が
優
し
い
」
と
気
に
入
っ
た

の
が
神
奈
川
県
真
鶴
町
。
伊
豆
半
島
の
付
け

根
に
あ
り
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
人
口
約

６
９
０
０
人
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
港
町
だ
。

２
０
１
５
年
に
移
住
し
、
オ
フ
ィ
ス
と
自
宅

を
兼
ね
て
借
り
た
平
屋
の
一
室
を
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
と
し
て
開
業
。
当
初
、
宿
泊
客
の
９
割

が
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
経
由
の
外
国
人
だ
っ
た
が
、

川
口
さ
ん
が
真
鶴
の
干
物
交
換
券
付
き
の

『
や
さ
し
い
ひ
も
の
』
な
ど
真
鶴
の
魅
力
を

伝
え
る
本
を
出
版
し
て
か
ら
は
、
そ
れ
を
見

た
人
が
訪
れ
て
宿
を
利
用
し
て
く
れ
る
循
環

が
生
ま
れ
た
。

　

開
業
か
ら
３
年
後
、
客
室
増
と
、
本
や
土

産
物
な
ど
を
売
る
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
を
目
的

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
調

達
。
新
た
に
木
造
２
階
建
て
の
古
民
家
を
借

り
、
同
世
代
の
建
築
家
と
共
に
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
２
号
館
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

來
住
さ
ん
は
、
宿
泊
客
に
１
時
間
半
か
ら

２
時
間
ほ
ど
か
け
て
町
歩
き
ツ
ア
ー
を
行
う
。

細
い
路
地
を
巡
り
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
町

の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
、
小
さ
な
商
店
の

　

町
の
魅
力
を
出
版
社
と
し
て
発
信
し
な
が

ら
、
実
際
に
来
て
く
れ
た
人
を
宿
へ
迎
え
て

い
る
「
真ま
な

鶴づ
る

出
版
」。
コ
ン
セ
プ
ト
は
〝
旅

と
移
住
の
間
〟
だ
。

　

日
本
語
教
師
と
し
て
タ
イ
の
ト
ラ
ン
県
で

活
動
し
た
來
住
友
美
さ
ん
は
帰
国
後
、

「
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
が
流
れ
る
場
所
で
人

と
人
を
つ
な
ぐ
仕
事
が
し
た
い
」
と
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
開
業
を
決
意
。
協
力
隊
と
し
て
活
動

中
に
配
属
先
の
教
え
子
た
ち
が
日
本
人
家
庭

へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
て
日
本
を
も
っ
と

知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
人
々
が
小
さ
な
商
い
を
し
な
が
ら
支
え

合
い
、
來
住
さ
ん
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
く

店
主
と
話
し
た
り
酒
屋
で
角
打
ち
を
楽
し
ん

だ
り
と
、
真
鶴
の
暮
ら
し
を
少
し
だ
け
体
験

し
て
も
ら
う
。
夕
食
は
宿
お
薦
め
の
飲
食
店

に
行
く
か
自
炊
。
朝
食
は
近
く
の
パ
ン
店
と

コ
ー
ヒ
ー
焙ば
い

煎せ
ん

店
の
も
の
を
提
供
す
る
。

「
真
鶴
の
魅
力
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
町

全
体
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
來
住
さ
ん
。

　

真
鶴
町
は
14
年
に
は
消
滅
可
能
性
都
市
に
、

17
年
に
は
県
で
初
の
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

た
。
來
住
さ
ん
た
ち
は
、
そ
ん
な
町
が
始
め

た
お
試
し
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
移
住
者
第

１
号
。
以
前
か
ら
真
鶴
へ
の
転
入
者
は
別
荘

を
持
つ
年
齢
の
高
い
世
代
が
主
だ
が
、
近
年

は
20
代
か
ら
40
代
も
増
え
て
き
た
と
い
う
。

真
鶴
出
版
を
通
し
て
移
住
し
た
人
は
約
30
世

帯
60
人
以
上
に
も
な
る
。
宿
の
朝
食
の
パ
ン

や
コ
ー
ヒ
ー
も
、
そ
う
し
て
開
業
し
た
人
の

手
に
よ
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
來
住
さ
ん
は

移
住
を
強
く
勧
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
と

言
う
。
「
真
鶴
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

通
っ
て
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、
い
ろ

ん
な
生
き
方
が
あ
る
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
。

そ
ん
な
思
い
で
人
と
地
域
を
つ
な
い
で
い
る
。

　

何
か
と
周
囲
に
助
け
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、

今
度
は
自
ら
が
町
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

意
識
は
強
い
。
「
東
京
か
ら
来
た
お
客
様
に
、

町
内
に
あ
る
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
工
房
を
紹
介

し
た
と
こ
ろ
、
の
ち
に
通
信
販
売
で
の
注
文

に
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
初
め
て
、
町
に
少
し
だ
け
貢
献
で
き
た
実

感
が
あ
り
ま
し
た
」
。
宿
で
は
地
元
の
作
り

手
に
よ
る
木
製
食
器
や
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
な
ど

を
採
用
し
て
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
特
徴
的

な
キ
ャ
ビ
ン
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
も
増
え
、
町
の
知
名
度
向
上
に
も
一

役
買
っ
て
い
る
。

  

旅
と
移
住
の
間
、

  

小
さ
な
泊
ま
れ
る
出
版
社

 

［
真
鶴
出
版
］

  

移
り
住
ん
だ
北
の
町
で

  

地
域
の
魅
力
を
発
信

 

［
Ａ
‐
ｆ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ 

ｃ
ａ
ｂ
ｉ
ｎ 

ｉ
ｗ
ｏ
ｒ
］

基 本 情 報

真鶴出版
2015年6月開業／住所：神奈川県足柄下郡真
鶴町岩217
部屋数・定員：全2室（※コロナ感染拡大防止のため、当

面の間は1日1組のみ。同グループの場合は2組までの受け入れ）

宿泊料金：
［2名1泊の例］ 27,500円（一人あたり13,750円）
（施設利用料16,500円+宿泊料金5,500円×2名×1日）

［1名1泊の例］22,000円
（施設利用料16,500円+宿泊料金5,500円×1名×1日）
※2回目以降の宿泊で町歩きを希望しない場合は、1泊目の
宿泊料金から1,500円引き

アクセス：東京駅からJR東海道線で約1時間半、
真鶴駅から徒歩7分 箱根湯本駅から小田急線
とJR東海道線で約40分

Mail: info@manapub.com
URL: http://manapub.com/
※宿泊可能日は月、火、金、土曜

來
き

住
し

友
と も

美
み

さん 
＜タイ／日本語教師／
2011（平成23）年度4次隊・神奈川県出身＞

基 本 情 報

A-frame cabin iwor（ぐるっとしもかわ）

2021年10月開業／
住所：北海道上川郡下川町班渓2893
部屋数・定員：1日1組限定
※小屋の屋外に自然に配慮したバイオトイレあ
り。徒歩数分の五味温泉の入浴チケット付き
宿泊料金：
オーダーメイド型ローカルツアー 1day付きプ
ラン 44,000円～　オーダーメイド型ローカ
ルツアー 1/2day付きプラン 36,000円～
素泊まりプラン 24,000円～
アクセス：JR名寄駅より車で30分、下川町市街
地より車で5分（名寄駅-下川町間は名士バスで
30分弱）

Mail: contact@gurutto-shimokawa.com
URL: https://www.gurutto-
shimokawa.com/
※年末年始のみ休業

大
お お

石
い し

陽
よ う

介
す け

さん 
＜モンゴル／小学校教育／
2014（平成26）年度１次隊・静岡県出身＞

	 高台から見下ろす真鶴港

１９年出版の『小さな泊まれる出版社』では、好
きな場所で小さな仕事をつくって暮らす理由や真
鶴との出会い、「真鶴出版２号店」の完成までを
予算・スケジュールなどリアルな情報も含めてま
とめている。真鶴出版のWｅｂサイトから購入可

❶１階のショップを含む共有スペース。ここでイベントが行われることもある
❷古民家を改装した建物は風合いたっぷりだ

❶朝食は、その時々で見繕った地域の産品を用意しているが、
それ以外の食事は外食となる。「町の飲食店がうちのレストラ
ンです」（大石さん）　❷下川町の遠景。人口は3,000人ほどで、
農林業と製材業が盛ん。周囲にはトドマツなどの森が広がる

キャビンを利用した宿泊客と大石さん
（右から3番目）。大石さんが手配する
ツアーの行き先は地域の店や景勝地
だけでなく、町民との交流などもあり、
型にはまらないプランが魅力だ

地域と
共にある宿
OV宿と地域のつながり

●❶

●❶

●❷

●❷

※…宿の名称は、アイヌ語で「周囲」を意味するiwor（イウォロ）にちなんだ。
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[A-frame cabin iwor]
北海道下川町
独学でキャビン造りの大工仕事に挑
戦した大石さん。木材の防腐加工に木
酢液を使うなど、地場の天然素材にこ
だわった（p.35）

[真鶴出版]
神奈川県真鶴町
古民家をリノベーションした宿の入口
に立つ來住さん。玄関ドアの取っ手は
港で拾われた錨を再利用し真鶴在住
の彫刻家にデザインしてもらったもの

（p.34）

[ORANDOの二階]
青森県弘前市
リンゴ箱ベッドなど2階の空間は、地元
出身の建築家・蟻塚 学氏が設計した

（p.33）

[雪浦ゲストハウス森田屋]
長崎県西海市
人でにぎわう森田屋の様子。雪浦あん
ばんねの活動が地域に人を集めている

（p.31-32）

地元での
日常に触れる宿

海辺の町の
泊まれる出版社

町と旅人の
交流拠点

人を呼び、
皆を元気にする
町おこし




